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（前年同月比＋41t）

661t
（前年同月比＋32t）

「帯広市人口ビジョン」と
「帯広市まち・ひと・しごと
創生総合戦略」をまとめま
した。
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地
域
の
子
ど
も
と
大
人
と
の
関
わ
り

は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
を
育
み
、
大

人
の
生
き
が
い
や
豊
か
な
人
間
関
係
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
延
べ
５
０
０
０
人
を
超

え
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
延
べ
２
万

人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
と
の「
遊
び
」

と
「
学
び
」
を
通
じ
た
見
守
り
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
提
供

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
「
得
意
な

こ
と
」
を
生
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

体
験
活
動
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

元
体
育
教
諭
に
よ
る
走
り
方
の
練
習

や
、
押
し
花
の
先
生
に
よ
る
押
し
花
づ

く
り
、
英
語
が
得
意
な
人
に
よ
る
英
語

教
室
な
ど
、
得
意
な
分
野
の
活
動
を
通

し
て
楽
し
く
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま

す
。
他
に
も
、
季
節
の
行
事
や
工
作
、

調
理
実
習
、
自
由
遊
び
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
都
合
が
良
い
時
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
全
小
学
校
で
実
施

　

市
内
全
小
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す

（
表
）。
在
学
し
て
い
る
児
童
な
ら
、
学

年
を
問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
学
校
で
配
布
さ
れ
る
チ
ラ

シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
青
少
年
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
!!

　
平
成
17
年
か
ら
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
小
学
校
の

放
課
後
や
休
日
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
２
）

問
い
合
わ
せ

事業名（実施小学校） 実施日／回数（予定）
つつじっ子クラブ（つつじが丘）月・水曜／毎週、土曜／月１回

光南キッズ（光南） 土曜／月１回

東っ子クラブ（東） 月曜／月１回、土曜／月１回

すきっぷ帯小夢教室（帯広）水・金曜／毎週、土曜／月２回

みどりっこクラブ（緑丘） 月・水・土曜／月４回

若葉あそびば（若葉） 実施日調整中

啓北きっず（啓北） 水曜／月２回、土曜／月１回

栄っ子ふれあいひろば（栄）月曜／月１回、土曜／月２回

川西わくわくランド（川西）月曜／月１回、土曜／月２回

あそびの宅Ｑ便（明和） 月・水・土曜／月３回

北栄げんきクラブ（北栄） 土曜／月２回

開西LaLaクラブ（開西） 水曜／月１回、土曜／月１回

おおぞらっ子クラブ（大空）月曜／月１回、土曜／月１回

西ハルニレひろば（西） 水曜／月１回、土曜／月２回

明星☆星の子ランド（明星） 水曜／毎週、土曜／月１回

いなっ子ワールド（稲田） 月曜／月１回、土曜／月１回

どんぐりの森（森の里） 月曜／月１回、土曜／月１回

柏・どんぐり塾（柏） 月曜／月１回、土曜／月１回

さんさんパーク（広陽） 水曜／月１回、土曜／月１回

花園わいわいパーク（花園）水曜／月１回、土曜／月１回

啓西ぽけっと（啓西） 土曜／月３回

きかんこくらぶ（豊成） 月・水・土曜／月４回

大正小であそぼう（大正） 平日／年４回、土曜／月２回

愛国小であそぼう（愛国） 平日／年４回、土曜／月２回

清川小であそぼう（清川） 平日／年４回、土曜／月２回

広野小であそぼう（広野） 平日／年４回、土曜／月２回

大人も放課後に学校へ行こう
子どもの居場所づくり事業

表  子どもの居場所づくり事業実施状況

ボランティアの皆さんと協力して積み木のタワーが完成（友達が隠れているよ）
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少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、
わ
が
国
は

人
口
減
少
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
将
来

に
向
け
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る

た
め
、
政
府
は
２
０
１
４
年
12
月
、
人

口
の
現
状
と
将
来
の
姿
を
示
す「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
、
政
策
の
目
標
や
施
策
を
示
す
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
帯
広
市
で
は
、
人
口

減
少
に
伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
低
下
な
ど
に
対
応

し
、
持
続
的
に
発
展
す
る
活
力
あ
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
、
今
年
２
月
、「
帯

広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、「
帯
広
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
て
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
方
創

生
の
取
り
組
み
を
立
案
す
る
基
礎
資
料

で
す
。
２
０
６
０
年
ま
で
の
人
口
動
態

（
出
生
、
死
亡
、
転
入
、
転
出
）
や
将

来
推
計
を
も
と
に
、
今
後
目
指
す
べ
き

方
向
や
人
口
の
将
来
展
望
を
示
し
て
い

ま
す
。

人
口
の
こ
れ
ま
で
の
動
き
と
将
来
推
計

　

国
勢
調
査
に
お
け
る
帯
広
市
の
総
人

口
は
、
２
０
０
０
年
の
17
万
３
０
３
０

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
以

下
「
社
人
研
」）
に
よ
る
と
、
２
０
４
０

年
に
、
13
万
１
１
９
８
人
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
年
少
人
口
（
15
歳
未
満
）
と
生
産

年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）
は
減
少
す
る

一
方
、
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
は
増

加
を
続
け
、
高
齢
化
率
（
人
口
に
占
め

る
65
歳
以
上
の
割
合
）
は
２
０
４
０
年

に
39
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、
出
生
数
か
ら
死
亡
数
を
引
い

た
「
自
然
増
減
」
は
２
０
１
０
年
に
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
、
今
後
も
減
少
が
見
込

ま
れ
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ
は
、
高
齢

化
に
よ
り
死
亡
数
が
増
加
す
る
一
方
、

合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
一

生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
平
均
数
）
が

低
い
た
め
で
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
の
進

行
や
子
育
て
の
負
担
感
な
ど
が
背
景
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
転
入
か
ら
転
出
を
引
い
た

「
社
会
増
減
」
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て

き
ま
し
た
が
、
周
辺
自
治
体
の
宅
地
供

給
が
落
ち
着
い
た
こ
と
な
ど
に
伴
い
、

２
０
１
０
年
以
降
は
、
ほ
ぼ
均
衡
し
て

い
ま
す
（
図
３
）。
年
齢
別
で
は
、
高

校
卒
業
後
の
進
学
・
就
職
に
よ
る
転
出

と
、
大
学
卒
業
後
の
就
職
に
よ
る
転
入

が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
15
歳
以
下
、
20
代

後
半
～
40
代
前
半
、
50
代
後
半
で
転
出

超
過
が
生
じ
て
い
ま
す
。
地
域
別
で
は
、

東
京
や
札
幌
に
は
転
出
超
過
、
札
幌
以

外
の
道
内
と
、
周
辺
３
町
を
除
く
管
内

か
ら
は
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
影
響
と
今
後
の
方
向
性

　

人
口
減
少
は
、
労
働
力
の
減
少
や
消

費
の
縮
小
な
ど
を
も
た
ら
し
、
地
域
経

済
の
活
力
低
下
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
教

育
・
保
育
環
境
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
ま
た
、
老
年
人
口
の
増
加
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
ま
す
。

　

今
後
、
自
然
動
態
、
社
会
動
態
の
両

面
か
ら
、
人
口
減
少
を
最
小
限
に
と
ど

め
つ
つ
、
減
少
の
程
度
を
想
定
し
た
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
自
然
動
態
の
改
善

　

若
者
の
結
婚
・
出
産
の
希
望
を
か
な

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
安
定
し
た
雇
用
や
収
入
の
確
保
、

仕
事
と
家
庭
・
子
育
て
の
両
立
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
社
会
動
態
の
改
善

　

魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
や
、
都
市
と

自
然
が
調
和
し
た
豊
か
な
生
活
環
境
の

発
信
な
ど
に
よ
り
、
東
京
や
札
幌
へ
の

転
出
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
が
高
い
水
準
で
実

現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
２
０
４
０
年

に
２
・
07
に
な
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
増
減
は
今
後
の
取
り
組
み

の
効
果
に
よ
り
、
お
お
む
ね
10
年
間
で

８
０
０
人
程
度
の
転
入
超
過
に
な
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
条
件
で
人
口
推
計
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
２
０
６
０
年
の
帯
広
市
の
総

人
口
は
13
万
１
１
８
４
人
と
な
り
、
社

人
研
準
拠
推
計
よ
り
３
万
４
８
１
２
人

多
く
な
り
ま
す
。（
図
４
）

　

高
齢
化
率
は
２
０
５
０
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
、
２
０
６
０
年
に
は
35
・
９

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
一
方
、
年
少
人
口

の
割
合
は
上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す

（
図
５
）。
ま
た
、
０
～
59
歳
ま
で
の
各

年
齢
別
人
口
が
同
程
度
と
な
り
、
年
齢

構
成
が
安
定
化
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み

帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
帯
広
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
、
将
来
に
向
け
て
発
展
す
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
人
口
の
現
状
分
析
や
将
来
展
望
な

ど
を
示
す
「
帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
人
口
対
策
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
帯
広
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

政
策
室
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
４
）

問
い
合
わ
せ

長
期
的
な
人
口
の
動
き
を
示
す

「
帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
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推計値
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「
帯
広
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
は
、
帯
広
市
に
お
け
る

人
口
対
策
の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

平
成
31
年
度
ま
で
を
対
象
期
間
と
し
て
、

基
本
理
念
や
目
標
、
取
り
組
み
の
方
向

性
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戦
略
の
総
括
や
方
針
決
定
は
、

市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
帯
広
市
総
合

戦
略
本
部
会
議
」
で
行
い
ま
す
。
取
り

組
み
の
検
討
や
評
価
・
検
証
な
ど
は
、

産
業
界
、
大
学
、
金
融
機
関
、
労
働
団

体
、
報
道
機
関
、
住
民
な
ど
が
参
加
す

る
「
帯
広
市
総
合
戦
略
推
進
会
議
」
で

行
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
基
本
方
針

　

十
勝
・
帯
広
は
、「
フ
ー
ド
バ
レ
ー

と
か
ち
」
を
旗
印
に
、
食
の
輸
出
拡
大

や
健
康
に
良
い
食
品
開
発
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
活
用
、
体
験
・
滞
在
型
観
光
な
ど
、

食
や
農
林
水
産
業
を
柱
と
し
た
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
帯
広
市
は
医
療
・
教
育
・
商
業

な
ど
の
機
能
を
持
ち
、
十
勝
の
発
展
を

支
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
高
速
道
路

の
延
伸
な
ど
に
よ
り
東
北
海
道
に
お
け

る
優
位
性
を
高
め
、
拠
点
都
市
と
し
て

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
都
市
と
自
然
の
良
さ
を
活

か
し
て
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
や
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
新
た
な
価
値
を

創
り
出
す
こ
と
で
、
人
口
減
少
や
環
太

平
洋
連
携
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
な
ど
の
課

題
を
乗
り
越
え
、
将
来
に
わ
た
り
発
展

を
続
け
る
活
力
あ
る
地
域
を
つ
く
る

た
め
、
総
合
戦
略
の
基
本
理
念
を
「
都

市
と
自
然
の
価
値
共
創　

～
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
か
ち
～
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

健康機能性食品開発などに向けた
域外企業との連携

移住フェアへの出展

◆基本目標①　新たな「しごと」を創り出す ◆基本目標②　十勝・帯広への「ひと」の流れをつくる

帯広市まち・ひと・しごと創生総合戦略の目標と取り組み

人
口
対
策
の
取
り
組
み
な
ど
を
示
す

「
帯
広
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」

認知症サポーター養成講座地域子育て支援センター
（市内６カ所の保育所に併設）

◆基本目標④　安全安心で快適なまちをつくる◆基本目標③　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

アウトドア活動 保育所における
地域ボランティア活動

◆十勝の「稼ぐ力」を極大化する ◆新たな「つながり」を紡ぐ

価値共創プロジェクト 総合戦略を効果的に推進するため、域内外の住民や事業者、関係機関など幅広い分野の人々
と連携して、横断的な取り組みを進め、新たな価値の創出を目指します。

　地域経済の活力を高めるため、豊かな自然や食・農業などを最大限
に活かし、地域全体の収益力（「稼ぐ力」）を高めるプロジェクトを進
めます。
◦フードバレーとかち輸出戦略拠点の形成
　�食の安全管理の仕組みの導入や物流・備蓄機能の整備検討など
◦日本トップクラスの「食」のブランドづくり
　�東京オリンピック・パラリンピックなどに向けた最高水準の食の
　ブランドづくり
◦「混血型」事業創発の促進
　�域内外の起業家と支援者の協力による
新たな事業構想の創発

◦�自然を満喫するプレミアムなライフ
　スタイルの提案
　�雄大な自然を活かしたアウトドア活動
の推進

　人と人との新たな「つながり」を通し、子育てや高齢者の見守りな
どを社会全体で支え、安心して幸せに暮らせる地域をつくるプロジェ
クトを進めます。
◦帯広版アクティブ・ラーニングの推進
　�遊びや体験などを通じた主体
　的・協働的な学習の推進
◦地域包括ケアの仕組みづくり
　�高齢者が日常生活圏で必要な
　サービスを受けられる支え合
　いの仕組みづくり

　基幹産業である農業を基盤に、食料、健康、環境・エネルギーなど
の分野を柱として、時代に即した新たな商品やサービスなどの価値を
創造し、地域経済の好循環につなげることにより、誰もが誇りを持ち、
安心して働き続けられる新たなしごとをつくります。
取組方向
◦地域資源を活かした産業振興
◦地域産業の競争力強化
◦産業人の育成
数値目標
◦十勝管内農畜産物の輸出額　17億円
◦製造品出荷額　1380億円
◦食料品製造業従業者１人当たり
　付加価値額　1002万円
◦創業・起業件数　250件
◦法人市民税（法人税割）の賦課法人数　2185社から増加

　身近な地域における人のつながりを強め、高齢者の見守りや防災な
どへのきめ細かな対応を図るとともに、広域連携などを通じ、医療機関、
商業施設、公共交通などの生活機能を維持・充実し、誰もが生涯にわ
たり安心して快適に住み続けられるまちをつくります。
取組方向
◦地域コミュニティの活性化
◦高齢社会への対応
◦都市機能の確保
◦広域連携の推進
数値目標
◦町内会加入率　70.7％
◦認知症サポーター数…1万8670人
◦帯広市が住みやすいと思う人の割合　86.8％から上昇

　仕事と生活の調和がとれ、男女がともに働き続けられる雇用環境の
確保や、子育て世代の孤立を防ぎ、安心して子どもを産み、楽しく子
育てできる環境づくりを進め、結婚・出産・子育てに関する希望をか
なえられる地域をつくります。
取組方向
◦仕事と生活の調和の促進
◦子育て・教育環境の充実
数値目標
◦子育て応援事業所登録事業所数
　300事業所
◦この地域で今後も子育てをして
　いきたいと思う人の割合　93％

　雄大な自然と都市の利便性が程良く調和した十勝・帯広の特性を活か
し、心豊かな時間やライフスタイルを楽しめる新たな魅力を創造し、十
勝でビジネスを起こす人、十勝を楽しむ人などを呼び込み、経済活動や
交流を活性化するとともに、交流人口・定住人口の増加につなげます。
取組方向
◦地域の魅力の共有
◦移住・定住の促進
◦地域特性を活かした十勝観光の展開
数値目標
◦帯広市の観光入込み客数
　（延べ人数）　272万人
◦とかち帯広空港の定期便利用
　乗降客数　63.1万人
◦移住者数　120人



◆4◆広報おびひろ平成28年５月号

５月３日（火）憲法記念日、４日（水）みどりの日、５日（木）こどもの日は通常通りごみを収集します　各曜日の収集地区の人は、午前９時までに
分別ルールに基づいて、決められたごみステーションに出してください。問清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

表１  均等割の軽減内容

図２  保険料率の見直し内容

表２  単身世帯（世帯主）の場合

注：色付きの年金収入の欄は、軽減拡大の対象です

注：65歳以上の公的年金所得分は、さらに15万円を限度に差し引いた額で判定します

表３  夫婦２人世帯（共に被保険者）で、妻の年金収入が80万円以下の場合

注：色付きの年金収入の欄は、軽減拡大の対象です

夫の
年金収入 続柄 均等割軽減 所得割軽減 平成28年度

年間保険料 前年度比

80万円
夫 ９割 所得割なし 4900円 200円⇩
妻 ９割 所得割なし 4900円 200円⇩

153万円
夫 8.5割 所得割なし 7400円 300円⇩
妻 8.5割 所得割なし 7400円 300円⇩

168万円
夫 8.5割 ５割 1万5300円 300円⇩
妻 8.5割 所得割なし 7400円 300円⇩

211万円
夫 ５割 ５割 5万5300円 900円⇩
妻 ５割 所得割なし 2万4900円 800円⇩

220万円
夫 ５割 軽減なし 9万5300円 900円⇩
妻 ５割 所得割なし 2万4900円 800円⇩

221万円
夫 ５割 軽減なし 9万6300円 1万6400円⇩
妻 ５割 所得割なし 2万4900円 1万6200円⇩

262万円
夫 ２割 軽減なし 15万4400円 1400円⇩
妻 ２割 所得割なし 3万9800円 1300円⇩

264万円
夫 ２割 軽減なし 15万6500円 1万1700円⇩
妻 ２割 所得割なし 3万9800円 1万1600円⇩

図１  保険料の計算方法（平成28年度）
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以

上
の
人
と
、
65
歳
か
ら
74
歳
の
う
ち
一

定
の
障
害
の
あ
る
人
が
対
象
の
医
療
制

度
で
す
。
将
来
に
わ
た
り
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
は「
均
等
割
」と「
所
得
割
」で
決
定

　

保
険
料
は
全
て
の
被
保
険
者
が
同
じ

額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
、
被
保

険
者
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す

る「
所
得
割
」の
合
計
額
で
す
。（
図
１
）

保
険
料
額
は
７
月
に
通
知

　

保
険
料
額
は
７
月
中
旬
に
加
入
者
に

通
知
し
ま
す
。
７
月
以
降
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
人
は
、
加
入

し
た
月
の
翌
月
以
降
に
通
知
し
ま
す
。

　

保
険
料
率
は
、
制
度
を
運
営
す
る
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
決

定
し
、
原
則
２
年
ご
と
に
見
直
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平
成
28
・

29
年
度
の
保
険
料
率
は
、
均
等
割
額
4

万
９
８
０
９
円
、
所
得
割
率
10
・
51

パ
ー
セ
ン
ト
、
保
険
料
の
限
度
額
は

57
万
円
に
決
定
し
ま
し
た
。（
図
２
）

　

保
険
料
は
、
所
得
額
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
と
、
自
動
的
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。（
非
課
税
所
得
者
除
く
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
均
等
割
軽
減
の

５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
範
囲
が
拡
大

し
ま
し
た
。（
図
３
）

　

所
得
割
の
軽
減
、
被
用
者
保
険
※
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減
に
つ
い
て

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険　

全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
や
組
合
管
掌
健
康
保

険
、
共
済
組
合
な
ど
の
健
康
保
険
を
指

し
ま
す
。
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
や

国
民
健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

均
等
割
の
軽
減

　

世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に
属
す
る
全
て

の
被
保
険
者
の
合
計
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
均
等
割
が
軽
減
に
な
り
ま

す
。（
表
１
）

所
得
割
の
軽
減　

　

被
保
険
者
個
人
の
所
得
で
91
万
円

（
例
え
ば
、
年
金
収
入
相
当
額
２
１
１

万
円
）
以
下
の
場
合
は
、
所
得
割
が
5

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
ま
で
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
の
対
象
に
な
ら

ず
、
均
等
割
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
額
の
例　

　

表
２
・
表
３
は
、
年
金
収
入
だ
け
の

場
合
の
、
年
間
保
険
料
の
目
安
で
す
。

保
険
料
の
軽
減
に
申
告
が
必
要
な
人

　

次
の
人
は
所
得
の
申
告
が
な
け
れ

ば
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
、
国
保
課
に
所
得
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
収
入
が
な
い
人

▼�

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
の
非

課
税
所
得
者

保
険
料
の
軽
減
範
囲
が

拡
大
し
ま
し
た
　

保
険
料
率
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
、
原
則
２
年
ご
と
に
見
直
し
ま
す
。
変
更
に
な
っ
た
平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料

率
や
、
軽
減
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
０
）、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
１
１
・
２
９
０
・

５
６
０
１
）

問
い
合
わ
せ

図３  均等割の軽減対象になる所得額の範囲拡大

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減後の
均等割額

 33万円かつ被保険者全員が所得０円
（年金収入80万円以下で、その他の所得がない） ９割 4980円

 33万円 ８.５割 7471円
 33万円＋26万5000円×被保険者数 ５割 2万4904円

 33万円＋48万円×被保険者数 ２割 3万9847円

均 等 割
（被保険者が同じ額を負担）

所 得 割
（被保険者の所得に応じて負担）

賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

４万９８０９円

１０．５１％

５７万円

（１６６３円㆘)

（０．０１ポイント㆘)

（増減なし)

５万１４７２円

１０．５２％

５７万円

軽減割合 平成27年度 平成28年度から

5割 33万円＋26万円
×被保険者数

33万円＋26万5000円
×被保険者数

2割 33万円＋47万円
×被保険者数

33万円＋48万円
×被保険者数

年金収入 均等割軽減 所得割軽減 平成28年度
年間保険料 前年度比

80万円 9割 所得割なし 4900円 200円⇩
153万円 8.5割 所得割なし 7400円 300円⇩
168万円 8.5割 5割 1万5300円 300円⇩
194万円 5割 5割 4万6400円 900円⇩

194.5万円 5割 5割 4万6700円 1万6300円⇩
211万円 2割 5割 7万300円 1300円⇩
215万円 2割 軽減なし 10万5000円 1400円⇩
216万円 2割 軽減なし 10万6000円 1万1700円⇩

平成26・27年度 平成28・29年度

+ ＝

均　等　割
【１人当たりの額】

４万９８０９円

所　得　割
平成27年中の
所得−33万円

×
１０.５１％

１年間の
保険料

（賦課限度額５７万円）
（100円未満切り捨て）

（ ）



◆5 ◆ 広報おびひろ 平成28年５月号

５カ月児健診とＢＣＧ接種のお知らせ　健診に来られなくても希望者には、絵本をプレゼント。　対平成27年11月生まれ　日５月10日（火）、
18日（水）、25日（水） 、受け付けは12時20分～13時15分　問子育て支援課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9722）

第６段階以上（本人課税）の人は該当しません

資産などにより軽減に該当しない場合があります

表１　保険料段階別の対象者

表３　利用料などの軽減制度

表２　世帯全員の合計収入の基準

保険料 対　象　者 軽減が該当になる
場合

第１
段階

本
人
が
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
全
員
が
非
課
税

老齢福祉年金受給者または生活保護受
給者

世帯１人当たりの前
年収入額が老齢福祉
年金相当額の39万
8428円以下

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円以下の人

第２
段階

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円を超え、120
万円以下の人

表２の合計収入の基
準 に 該 当 す る か、
世帯１人当たりの前
年収入額が老齢福祉
年金相当額の39万
8428円以下

第３
段階

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が120万円を超える人

第４
段階

世
帯
員
い
ず
れ
か
が
課
税

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円以下の人

第５
段階

本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円を超える人

軽減されるサービス 利用者負担分から
軽減される割合など

軽減されるための
条件

１�在宅サービスの利用者負担軽減
▶（介護予防）訪問介護・通所介護
▶ （介護予防）訪問入浴介護・訪問

看護
▶ （介護予防）訪問リハ・通所リハ
▶ （介護予防）認知症対応型通所介

護
▶ （介護予防）小規模多機能型居宅

介護
▶（介護予防）短期入所生活介護
▶（介護予防）短期入所療養介護
▶地域密着型通所介護
▶夜間対応型訪問介護
▶ 定期巡回・随時対応型訪問介護看

護
▶看護小規模多機能型居宅介護
▶ 第一号訪問事業のうち介護予防訪

問介護に相当する事業
▶ 第一号通所事業のうち介護予防通

所介護に相当する事業

50％

＝内容＝
　・利用料
　・食費
　・滞在費

① 世帯全員が市町村
民税非課税

② 年間収入が単身世
帯で150万円以下

※ 世帯１人増えるご
とに50万円加算

③ 預貯金の額が単身
世帯で350万円以
下

※ 世帯１人増えるご
とに100万円加算

④ 日常生活に供する
資産以外の資産を
有していない

⑤ 負担能力のある親
族などに扶養され
ていない

⑥ 介護保険料を滞納
していない２��介護老人福祉施設（特別養護老

人ホーム）及び地域密着型介護老
人福祉施設の利用者負担軽減

25％または
50％

☆利用者の収入
　の状況により
　軽減率が決定
　します。

３�生活保護受給者の利用者負担軽減
▶介護老人福祉施設
▶地域密着型介護老人福祉施設
▶（介護予防）短期入所生活介護
▶ （介護予防）小規模多機能型居宅

介護
▶看護小規模多機能型居宅介護

50％または
100％

☆利用する施設
　により割合が
　異なります。

生活保護受給者

世帯区分 平成27年中の収入

単身世帯 130万円以下（入院か介護保険施設に入所している場合は
110万円以下）

２人世帯 190万円以下
その他の世帯 上記に１人増えるごとに60万円を加えた額以下

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
化
社
会
の

進
行
に
伴
い
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

を
、
家
族
だ
け
で
は
な
く
社
会
全
体
で

支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

介
護
保
険
の
運
営
に
必
要
な
財
源
は
、

約
半
分
を
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
負
担

す
る
保
険
料
で
、
残
り
を
公
費
で
賄
っ

軽
減
の
対
象
者

　

預
貯
金
な
ど
の
資
産
を
活
用
し
て
も

な
お
生
活
が
困
難
な
人
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
の
保
険
料
段
階
※
が
表

１
の
第
２
段
階
か
ら
第
５
段
階
に
該
当

す
る
見
込
み
の
人
で
、
平
成
27
年
中
の

収
入
額
が
表
２
の
基
準
以
下

て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

人
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き
に
使
わ
れ
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
平
成
28
年
度
介
護

保
険
料
納
付
額
は
、
６
月
中
旬
に
お
知

ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
の
保
険
料
段
階
が
決
定

す
る
の
は
、
市
民
税
の
賦
課
状
況
が
確

定
す
る
６
月
に
な
り
ま
す
。
受
付
期
間

内
は
保
険
料
段
階
が
確
定
し
て
い
な
い

の
で
、
見
込
み
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
世
帯
１
人
当
た
り
の
平
成
27
年
中
の

収
入
額
が
、
老
齢
福
祉
年
金
相
当
額
の

39
万
８
４
２
８
円
以
下

５
月
９
日
か
ら
申
請
受
け
付
け

　

軽
減
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
介
護
保
険
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受

け
付
け
ま
す
が
、
期
間
内
に
申
請
し
て

軽
減
が
認
め
ら
れ
る
と
、
６
月
中
旬
に

お
知
ら
せ
す
る
保
険
料
が
軽
減
後
の
額

に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
軽
減
が
認
め
ら
れ
た
人
に

は
４
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま

す
。

受
付
日
時

　

５
月
９
日
㈪
～
17
日
㈫
、
８
時
45
分

～
17
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

受
付
場
所
介
護
保
険
課（
市
庁
舎
１
階
）

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
平
成
27
年
１
～
12
月
の
収
入
額
が
分

か
る
書
類

　

平
成
27
年
分
の
公
的
年
金
な
ど
の
源

泉
徴
収
票
、
遺
族
・
障
害
年
金
振
込
通

知
書
な
ど

③
通
帳
と
届
け
出
印

　

納
付
書
で
納
め
て
い
る
人
で
軽
減
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
口
座
振
替
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
は
、
保
険
料
の
減
免
と

納
付
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
や
失
業
な
ど
で
著
し
い
収
入
の

減
少
が
あ
り
、
一
時
的
に
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
早
め
に

介
護
保
険
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

第
１
号
被
保
険
者
本
人
か
世
帯
の
生

計
を
主
と
し
て
維
持
し
て
い
る
人
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
で

す
。

▼
災
害
や
火
災
な
ど
で
家
財
に
著
し
い

損
害
を
受
け
た
と
き

▼
死
亡
や
心
身
障
害
、
３
カ
月
以
上
の

長
期
入
院
に
よ
る
著
し
い
収
入
減
が

あ
っ
た
と
き

▼
事
業
な
ど
の
休
廃
業
や
損
失
、
失
業

に
よ
る
著
し
い
収
入
減
が
あ
っ
た
と
き

▼
冷
害
な
ど
で
農
作
物
が
不
作
に
な
り

著
し
い
収
入
減
が
あ
っ
た
と
き

　

平
成
27
年
中
に
自
宅
を
売
却
し
、
売

却
し
た
日
か
ら
平
成
28
年
12
月
末
ま
で

に
自
宅
を
購
入
し
た
人
を
対
象
に
、
平

成
28
年
度
分
の
保
険
料
を
軽
減
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
表
３
の
「
軽

減
さ
れ
る
た
め
の
条
件
」
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
人
は
、
申
請
す
る
と
利
用
料

な
ど
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

利
用
者
負
担
軽
減
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
介
護
保
険
課
か
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
保
険
施
設
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
軽
減
が
必
要
な
人
の
印
鑑

②
世
帯
全
員
の
平
成
26
年
１
～
12
月
の

収
入
が
分
か
る
書
類

　

平
成
26
年
分
の
公
的
年
金
な
ど
の
源

泉
徴
収
票
、
遺
族
・
障
害
年
金
、
恩
給

の
振
込
通
知
書
な
ど

③
世
帯
全
員
の
預
金
通
帳
（
平
成
26
年

１
月
～
提
出
月
ま
で
の
内
容
が
記
帳
さ

れ
て
い
る
も
の
）、
有
価
証
券
な
ど

み
ん
な
で
支
え
合
う

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
料
の
軽
減
申
請
の

受
け
付
け

特
別
な
事
情
で
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合

自
宅
買
い
換
え
に
伴
う

介
護
保
険
料
の
軽
減
制
度

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
な
ど

の
軽
減
制
度

介
護
保
険
料
な
ど
を
軽
減

所
得
の
少
な
い
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
市
独
自
の
軽
減
制
度

　
所
得
が
少
な
く
て
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
な
65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
人
を
対
象
に
、
帯
広
市

独
自
の
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
課
（
市
庁
舎
１
階
、
介
護
保
険
料
は
管
理
係
、
☎
65
・
４
１
５
０
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
認
定
給

付
係
、
☎
65
・
４
１
５
１
）

問
い
合
わ
せ
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日
本
脳
炎
は
、
蚊
に
よ
っ
て
運
ば
れ

る
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る

脳
な
ど
の
病
気
で
す
。
ブ
タ
な
ど
の
体

内
で
増
え
た
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
が
、

蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

感
染
し
ま
す
。
人
か
ら
人
に
は
感
染
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

患
者
の
発
生
数
は
、
近
年
で
は
西
日

本
を
中
心
に
毎
年
10
人
以
下
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
、
北
海
道
で
の
患
者
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道
外
や

海
外
と
の
人
の
往
来
の
増
加
な
ど
か
ら
、

わ
ず
か
な
が
ら
北
海
道
で
の
感
染
の
可

能
性
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

定
期
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
き
市
町
村
が
実
施
す
る
も
の
で
、

疾
病
に
か
か
り
や
す
い
時
期
を
考
慮
し

て
接
種
対
象
者
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

接
種
対
象
者
（
保
護
者
）
は
予
防
接
種

を
受
け
る
よ
う
努
力
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
接
種
費
用
は
原
則
無
料
で
す
。

　

日
本
脳
炎
は
、
全
国
的
に
も
予
防
接

種
の
副
反
応
に
よ
り
予
防
接
種
を
控
え

て
い
た
時
期
が
あ
り
、
予
防
接
種
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
特
例
接
種
と
し
て
、
年
齢
に
応

じ
て
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
20
歳
に
な
る
人
は
、
無
料
で

接
種
で
き
る
期
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

北
海
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
定
期
の
予

防
接
種
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
優
先

順
位
を
決
め
て
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
回
数
は
、
接
種
の
時
期

を
１
期
と
２
期
に
分
け
て
、
全
部
で
４

回
接
種
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
対
象
者
や
実
施
時
期
、

接
種
で
き
る
医
療
機
関
は
、
表
・
図
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

北
海
道
で
も
感
染
の
可
能
性

が
あ
る

定
期
予
防
接
種
と
特
例
接
種

予
防
接
種
の
対
象
者
と
回
数

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
無
料
に

　
北
海
道
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
道
内
全
域
を
「
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
区
域
」
に
指
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
道
外
や
海
外
と
の
人
の
往
来
の
増
加
な
ど
か
ら
、
４
月
１
日
よ
り
定
期
予
防
接
種
（
無
料
）
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
０
）

問
い
合
わ
せ

表　日本脳炎予防接種実施医療機関 平成28年4月1日現在

医療機関名 住所 電話番号 接種対象 事前予約

イワタクリニック 西12北2 36・7556 20歳未満 要

帯広協会病院 東5南9 22・6600 中学生以下

帯広厚生病院 西6南8 24・4161 中学生以下 要

河野外科 西5南28 27・1677 20歳未満 要

慶愛病院 東3南9 22・4188 中学生以下

進藤医院 東4南11 23・3251 ３歳以上 要

２０条小児科内科クリニック 西20南3 35・8612 20歳未満 要

ハートサウンズもりクリニック 西18南3 58・5077 20歳未満 要

フクイしょうにかいいん 西25南1 37・4152 中学生以下

北斗病院 稲田町基線7 48・8000 中学生以下 要

満岡内科循環器クリニック 大空町3 48・9111 20歳未満 要

みなみ町こどもクリニック 西18南31 49・3300 中学生以下

森の里こどもクリニック 西22南4 33・1234 20歳未満 要

年齢別接種スケジュール（優先して予防接種を受けられる時期）年齢別接種スケジュール（優先して予防接種を受けられる時期）
【定期予防接種】

【特例接種】

対象者の生年月日

対象者の生年月日

平成25年4月2日～

平成24年4月2日～
平成25年4月1日
（年少児に当たる人）

1期追加
4歳＊注1

1期
6歳

2期
9～13歳

平成23年4月2日～
平成24年4月1日
（年中児に当たる人）

1期
6歳

2期
9～13歳

平成22年4月2日～
平成23年4月1日
（年長児に当たる人）

1期
6歳

2期
9～13歳

平成21年10月2日～
平成22年4月1日
（小学1年生の一部）

1期
7歳

2期
9歳＊注2

2期
9歳＊注2

2期
9歳＊注2

1期・2期
11歳

1期・2期
11歳

1期・2期
12歳

2期
9～13歳

平成28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 平成33年度以降

平成28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 平成33年度以降

望ましい接種の時期

初めて予防接種を受ける人
1期・2期：18歳になる年度～20歳の誕生日の前日までに、4回接種
　平成8年4月2日～平成10年4月1日生まれの人は、
　平成28年4月1日～20歳の誕生日の前日まで

初めて予防接種を受ける人
1期：6歳になる年度（年長児）～7歳6カ月になる日の前日までに、3回接種
　平成21年10月2日～平成22年4月1日生まれの人は、
　平成28年4月1日～7歳6カ月になる日の前日まで
2期：9歳の誕生日～13歳の誕生日の前日までに、1回接種

1期（3回）を接種済の人
2期：9歳の誕生日～10歳の誕生日の前日までに、1回接種

過去に1～3回の予防接種を受けた人
接種時期により、接種間隔が異なるので、相談ください

平成21年4月2日～
平成21年10月1日
（小学1年生の一部）

平成9年4月2日～
平成10年4月1日
（19歳になる人）

平成8年4月2日～
平成9年4月1日
（20歳になる人）

平成20年4月2日～
平成21年4月1日
（小学2年生）

平成19年4月2日～
平成20年4月1日
（小学3年生）　

平成10年4月2日～
平成19年4月1日
（小学4年生～18歳になる人）

望ましい接種の時期

2期（1期（3回）を接種済の人）
2期：9歳の誕生日～10歳の誕生日の前日までに、1回接種

＊注2

1期・2期
19歳

1期・2期
20歳

1期・2期
18歳になる年度

13歳を過ぎると任意接種となります。（全額自己負担）

20歳を過ぎると任意接種となります。（全額自己負担）

初めて予防接種を受ける人
1期・2期：11歳になる年度～13歳の誕生日の前日までに、4回接種
　小学3年生は、12歳になる年度～13歳の誕生日の
　前日まで

0歳 6カ月

1期初回
①②

1期追加
③

2期
④

3歳 4歳 5歳 7歳6カ月 9歳 10歳 13歳

望ましい接種の時期 接種可能な期間
標準的な接種スケジュールで実施

＊注1 1期追加（年少児に当たる人で、1期初回（2回）を接種済の人）
1期追加：4歳の誕生日～5歳の誕生日の前日までに、1回接種
2期：9歳の誕生日～10歳の誕生日の前日までに、1回接種

接種可能な期間　1期：生後6カ月～7歳6カ月になる日の前日まで   2期：9歳～13歳になる誕生日の前日まで

接種可能な期間　小学３年生以下：9歳～13歳になる誕生日の前日まで　小学４年生以上：13歳～20歳になる誕生日の前日まで

1期初回（   　 ）：3歳の誕生日～4歳の誕生日の前日まで
1期追加（3回目）：4歳の誕生日～5歳の誕生日の前日まで
2　　期（4回目）：9歳の誕生日～10歳の誕生日の前日まで

1回目
2回目

　図

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
定
期
予
防
接
種
化
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申
請
は
工
事
終
了
後
3
カ
月
以
内
に

　

申
請
は
原
則
、
工
事
終
了
後
3
カ
月

以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成

25
年
3
月
31
日
ま
で
に
工
事
契
約
を
し

た
場
合
、工
事
費
用
が
30
万
円
以
上（
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
は
補
助
金
な
ど
の
額

を
除
い
た
自
己
負
担
額
が
30
万
円
以

上
）
で
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ

ネ
改
修
の
み
併
用
し
て
減
額
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
宅
改
修
な
ど
で

税
金
が
減
額

固
定
資
産
税
の
減
額
・
減
免
制
度

　
住
宅
を
耐
震
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
省
エ
ネ
改
修
し
た
場
合
、
要
件
を

満
た
す
と
建
物
に
か
か
る
固
定
資
産
税
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
資
産
税
課
（
市
庁
舎
2
階
、
☎
65
・
４
１
２
３
）

問
い
合
わ
せ

　

桜
の
開
花
と
と
も
に
、
植
物
た
ち
が

長
か
っ
た
冬
の
寒
さ
か
ら
目
覚
め
、
若

葉
を
広
げ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
帯

広
の
森
球
技
場
や
河
川
敷
に
あ
る
サ
ッ

カ
ー
場
の
芝
生
の
緑
も
、
日
に
日
に
鮮

や
か
さ
を
増
し
て
き
ま
す
。

　

十
勝
の
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
で
は
、

今
年
の
夏
も
、
中
学
生
世
代
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
日
本
一
を
決
め
る
「
日
本
ク
ラ

ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
（
Ｕ
―

15
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

選
手
と
そ
の
家
族
、
コ
ー
チ
や
審
判

員
、
大
会
役
員
な
ど
、
延
べ
１
万
人
が

滞
在
す
る
こ
の
大
会
。
経
済
波
及
効
果

は
も
と
よ
り
、
十
勝
の
サ
ッ
カ
ー
選
手

た
ち
の
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
変
う
れ
し
い
こ
と
に
、
日
本
ク
ラ

ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
連
盟
は
、
「
こ
こ

十
勝
で
大
会
を
開
き
た
い
と
い
う
声
が

多
く
あ
る
」
と
し
て
、
２
０
１
９
年
ま

で
の
３
年
間
、
十
勝
で
の
継
続
開
催
を

理
事
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
全
国
に
あ
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
、

バ
ス
で
移
動
で
き
る
本
州
に
比
べ
、
航

空
運
賃
が
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
の
十

勝
に
お
い
て
、
な
ぜ
継
続
開
催
さ
れ
る

と
皆
さ
ん
は
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
大
会
は
、
１
９
８
６
年
に
長

野
県
で
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１
９
９
７
年
か
ら
は
福
島
県
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
福
島
県
で

の
開
催
が
で
き
な
く
な
り
、
十
勝
地
区

サ
ッ
カ
ー
協
会
な
ど
、
関
係
団
体
の
強

い
結
束
力
の
も
と
、
急
き
ょ
十
勝
で
受

け
入
れ
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
年

で
６
年
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
選
手
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル

で
は
、
試
合
前
と
後
の
２
種
類
の
食
事

を
提
供
し
た
り
、
事
業
者
と
協
力
し
て
、

洗
濯
物
を
回
収
し
届
け
た
り
、
練
習
会

場
へ
の
バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
、
毎
年

開
催
す
る
た
び
に
、
き
め
細
や
か
に
受

け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
認
審
判
員
の
資
格
を
取
得

し
審
判
員
と
し
て
活
躍
す
る
人
、
会
場

の
設
営
や
案
内
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン
な

ど
の
大
会
運
営
を
手
伝
う
地
元
の
学
生

た
ち
な
ど
、
多
く
の
十
勝
の
人
た
ち
が

大
会
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
充
実
を
競
う
の
で
は
な
く
、

選
手
や
関
係
者
が
快
適
に
滞
在
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
こ
の
地
域
の
人
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
受
け
入
れ
態
勢

を
充
実
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
積
み

重
ね
に
よ
り
、
地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
が
磨
か
れ
、
９
年
間
の
連
続
開

催
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

選
手
が
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
で
き
る
十
勝
特
有
の
冷
涼
で
湿
度
の

低
い
気
候
や
、「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ク
ラ

ス
」
と
評
価
さ
れ
る
天
然
芝
。
こ
う
し

た
十
勝
の
優
位
性
に
気
付
き
、
こ
の
地

域
の
人
た
ち
の
思
い
と
努
力
が
積
み
重

な
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
真
の
「
地
域
資

源
」
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市長コラム

3歳児健診のお知らせ　対平成25年4月生まれ　日5月12日（木）、19日（木）、24日（火）、受け付けは12時20分～13時15分　問子育て支援
課（東8南13、保健福祉センター内、☎25・9722）

帯広市長　米沢 則寿

まちづくりを
支えるもの

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
固
定
資

産
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
税
金
が

減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
災
害
で
滅
失
な
ど
し
た
固
定
資

産
（
災
害
の
あ
っ
た
年
度
の
み
）

○
貧
困
に
よ
り
公
私
の
扶
助
を
受

け
る
人
の
所
有
す
る
固
定
資
産

○
公
共
の
用
に
供
す
る
固
定
資
産

○
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
固
定

資
産

　

減
免
に
は
基
準
が
あ
り
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
や
既
に
納

付
さ
れ
た
も
の
は
減
免
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
減
免
の
条
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
資
産
に
つ
い
て
は
、

減
免
事
由
消
滅
の
申
請
が
必
要
に

な
る
の
で
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
や
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
1
月
1
日
よ
り
、
固

定
資
産
税
の
減
額
・
減
免
の
申
請

書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
ま
た
は
法
人
番
号
）
の
記
載
が

必
要
に
な
り
ま
す
。申
請
時
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

（
法
人
番
号
を
記
載
し
た
場
合
は

本
人
確
認
は
不
要
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
…
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー

ド
な
ど

○
本
人
確
認
書
類
…
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど

特
別
な
事
情
が
あ
る
と

税
金
が
減
免
に
な
り
ま
す

耐震改修 バリアフリー改修 省エネ改修
減
額
内
容

床面積120平方メートル分
を限度に固定資産税の２分
の１が減額

床面積100平方メートル分
を限度に固定資産税の３分
の１が減額

床面積120平方メートル分
を限度に固定資産税の３分
の１が減額

減
額
期
間

工事完了の翌年度から一定
期間 工事完了の翌年度 工事完了の翌年度

対
象
住
宅

昭和57年１月１日以前に建
築された住宅

建築された日から10年以上
経過する住宅（ただし、改
修後の床面積が50平方メー
トル以上）で、65歳以上
か障害のある人、介護保険
の要介護認定または要支援
認定を受けている人が住ん
でいる

平成20年１月１日以前に建
築された住宅（ただし、改
修後の床面積が50平方メー
トル以上）

対
象
工
事

建築基準法の耐震基準に適
合する工事費用が50万円を
超える改修工事

補助金などの額を除いた自
己負担額が50万円を超え
る、浴室改良や段差解消、
手すり設置などのバリアフ
リー改修工事

補助金などの額を除いた自
己負担額が50万円を超え
る、二重サッシ・複層ガラ
ス化など窓の改修（必須）
や床・天井・壁の断熱改修
などの省エネ基準に適合す
る熱損失防止改修工事

対象となる改修と減額内容

おびひろ
夢かなうまち
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
Ｇ
Ｗ
特
別
企
画
「
百
年
記
念
館
の
展

示
が
わ
か
る
?!
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

　

常
設
展
示
室
を
巡
っ
て
、
ク
イ
ズ
に

挑
戦
す
る
。

日
５
月
１
日
㈰
～
８
日
㈰
、
９
時
～
17

時
（
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

費
３
８
０
円

◆
第
３
３
３
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
薫
風
の
調
べ
ｖ
ｏ
ｌ
．
３
」

　

阿
部
雅う

た

ふ

み

楽
扶
美
氏
の
箏こ
と

と
萩
原
朔さ
く

山ざ
ん

氏
の
尺
八
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
帯
広

北
高
等
学
校
箏
部
も
ゲ
ス
ト
出
演
。

日
５
月
28
日
㈯
、17
時
30
分
～
18
時
45
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
58
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　

 

〜
四
角
い
本
に
ま
あ
る
い
心
〜

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

◆
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

　

紙
芝
居
、
手
遊
び
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
な
ど
。

対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
程
度

日
５
月
１
日
㈰
、
11
時
～
12
時

◆
お
ば
け
・
よ
う
か
い
ク
イ
ズ
大
会

　

お
化
け
や
妖
怪
に
関
す
る
問
題
を
出

題
し
、早
押
し
ク
イ
ズ
バ
ト
ル
を
行
う
。

対
小
学
生

日
５
月
４
日
㈷
、10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
30
人

◆
親
子
で
行
く
図
書
館
の
書
庫
探
検
ツ

ア
ー

対
小
・
中
学
生
、
高
校
生
と
保
護
者

日
５
月
５
日
㈷
、10
時
30
分
～
11
時
40
分

定
先
着
20
人
（
10
組
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
ウ
イ
ー
ク
を

楽
し
も
う
！

◆
わ
く
わ
く
こ
ど
も
ま
つ
り

　

幼
児
も
楽
し
め
る
簡
単
工
作
や
科
学

実
験
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ
、
帯
広
畜
産
大
学
公
開
講

座
な
ど
。

日
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷
、10
時
～
15
時

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
２
４
３
４
）

◆
は
た
ら
く
く
る
ま
ｉ
ｎ
フ
ー
ド
バ
レ

ー
と
か
ち

　

ト
ラ
ク
タ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
、
消

防
自
動
車
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
大
好

き
な
働
く
車
が
大
集
合
。

日
５
月
５
日
㈷
、
10
時
～
13
時
30
分

場
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
帯
広
店
（
稲
田

町
南
８
線
）

問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、☎
25
・
９
７
０
０
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
４
月
26
日
㈫
～
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く

ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６
２

０
０
）
へ
。

◆
市
民
公
開
講
座
「
桜
の
来
た
道
」

　

染そ
め

郷ご
う

正
孝
氏
（
元
東
京
農
業
大
学
教

授
）
が
、日
本
の
桜
の
ル
ー
ツ
を
解
説
。

日
５
月
７
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

定
先
着
80
人

◆
春
の
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　

森
に
飛
来
し
た
野
鳥
を
観
察
す
る
。

日
５
月
８
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
先
着
15
人

◆
春
の
花
を
見
よ
う

　

オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
や
ニ
リ

ン
ソ
ウ
な
ど
の
春
の
花
を
観
察
す
る
。

日
５
月
15
日
㈰
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
20
人

◆
森
の
寺
子
屋
～
匠
の
巻
～

　

木
こ
り
体
験
や
木
の
工
作
、
森
の
道

づ
く
り
な
ど
に
挑
戦
す
る
。

対
小
学
１
～
６
年
生

日
５
月
21
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
先
着
15
人

費
３
０
０
円

◆
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

ス
ト
レ
ッ
チ
や
正
し
い
歩
き
方
を
学

び
な
が
ら
、
森
の
園
路
を
一
周
す
る
。

日
５
月
28
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
30
人

◆
馬
と
一
緒
に
森
づ
く
り

　

馬
で
木
材
を
運
ぶ
「
馬
搬
」
や
、
昔

の
道
具
を
使
っ
た
丸
太
切
り
、
ま
き
割

り
を
体
験
す
る
。

日
５
月
29
日
㈰
、
10
時
～
15
時

定
先
着
30
人

◆
み
ん
な
で
森
を
は
ぐ
く
ー
む
～
初
夏
～

　

外
来
種
の
タ
ン
ポ
ポ
抜
き
、
森
の
道

づ
く
り
、
木
の
引
っ
越
し
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
森
づ
く
り
を
行
う
。

日
６
月
４
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
先
着
15
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
35
回
お
び
ひ
ろ
市
民
芸
術
祭

問
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
、
☎

23
・
８
１
１
１
）

◆
市
民
文
化
ホ
ー
ル
会
場（
西
５
南
11
）

夢
の
響
演
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〈
和
の
響
演
〉

日
４
月
29
日
㈷
、
13
時
～

〈
音
の
響
演
〉

日
５
月
３
日
㈷
、
13
時
～

〈
演
劇
〉

日
５
月
４
日
㈷
、
①
10
時
15
分
～
、
②

11
時
30
分
～
、
③
13
時
30
分
～
、
④
14

時
45
分
～
、
⑤
16
時
30
分
～

〈
舞
の
響
演
〉

日
５
月
５
日
㈷
、
13
時
30
分
～

サ
ウ
ン
ド
・
ス
ト
リ
ー
ム

日
５
月
１
日
㈰
、
16
時
～

◆
と
か
ち
プ
ラ
ザ
会
場
（
西
４
南
13
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
Ａア

ー

ト
ｒ
ｔ

の
可
能
性
！

日
５
月
６
日
㈮
、
18
時
～

Ｏア

ワ

ー
Ｕ
Ｒ　

Ｃコ

ン

サ

ー

ト

Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

日
５
月
８
日
㈰
、
14
時
～

お
花
と
ク
ラ
フ
ト
の
癒
し
の
空
間
、
緑

と
風
の
器
２
０
１
６
、
Ｗウ

ェ

ル

カ

ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍム

ｅ　

ｔト
ゥ
ーｏ　

ポ
ー
セ
リ
ン
ア
ー
ト
、
デ

ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
展
、
お
り
が
み
展
、

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
展

日
５
月
３
日
㈷
～
８
日
㈰
、
10
時
～
18

時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

い
け
ば
な
展
、
切
り
絵
展
、
和
紙
ち
ぎ

り
絵
展
、
園
芸
・
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

日
５
月
３
日
㈷
～
６
日
㈮
、
10
時
～
18

時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

お
茶
会

日
５
月
８
日
㈰
、
10
時
～
15
時
（
受
け

付
け
９
時
30
分
～
14
時
30
分
）

費
入
場
券
、
２
席
で
６
０
０
円
、
１
席

４
０
０
円
（
当
日
の
み
）。
入
場
券
は

市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
販
売
。

◆
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
会
場（
西
２
南
12
）

美
術
・
書
道
・
写
真
展
、
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
展

日
５
月
５
日
㈷
～
10
日
㈫
、
10
時
～
18

時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

市役所代表
（☎ 24・4111、F 23・0151）
市役所本庁舎業務時間

（月〜金曜日 8時45分〜17時30分）
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載の
ないものは、参加無料ですので当
日会場へ直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合
わせください。（施設ごとに業務
時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中 、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限必着
で1人（組）1通。直接窓口で申し込む場
合は、返信用のはがきをお持ちください。

帯広市からの

お知らせ
5月

自動車税の納期限は５月31日（火）です　平成28年度自動車税の納税通知書は5月9日（月）に発送されます。自動車税は4月1日現在の登録に基
づいて課税されます。住所の変更や自動車を売買・廃車したときは手続きが必要です。　納税の問い合わせ十勝総合振興局納税課（☎27・8533）

I n f o rm a t i o n

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み



◆9 ◆ 広報おびひろ 平成28年５月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

「人権擁護委員の日」特設人権相談所　人権擁護委員が女性・子ども・高齢者などをめぐる人権の問題や近隣とのトラブルなどの相談に応じます。当日
会場へ直接お越しください。 日6月1日（水）、13時～15時30分　場とかちプラザ（西4南13）　問帯広人権擁護委員協議会事務局（☎24・5823）

春
の
い
け
ば
な
展

日
５
月
12
日
㈭
～
17
日
㈫
、
10
時
～
18

時
（
14
日
㈯
、
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

絵
手
紙
展

日
５
月
12
日
㈭
～
17
日
㈫
、
10
時
～
18

時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

帯
広
市
文
化
賞
等
歴
代
受
賞
者
展
、
帯

広
大
谷
高
等
学
校
書
道
部
校
外
展
、
帯

広
市
民
劇
場
奨
励
賞
受
賞
記
念
半
谷
学

展日
５
月
19
日
㈭
～
24
日
㈫
、
10
時
～
18

時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

私
の
作
品
展
、
イ
ラ
ス
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー日
５
月
26
日
㈭
～
31
日
㈫
、
10
時
～
18

時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

私
の
作
品
展
〈
映
像
部
門
〉

日
５
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
、
①
11
時
～
、

②
15
時
～

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
５
月
８
日
㈰
、
14
時
～
15
時
、
22
日

㈰
、
14
時
～
15
時
、
29
日
㈰
、
①
11
時

～
12
時
、
②
14
時
～
15
時

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

企
画
展
示
「
象
の
う
ん
こ
が
生
ま
れ
変
わ

る
?!
象
×
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
＝
Ａ
ｒ
ｔ
あ
〜
と
展
」

場
・
問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
７
）

　

中
村
亜
矢
子
氏
（
象
の
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
★

ｅエ

レ

フ

ァ

ン

ト

ｌ
ｅ
ｐ
ｈ
ａ
ｎ
ｔ　

ｐペ

ー

パ

ー

ａ
ｐ
ｅ
ｒ
）

に
よ
る
、
象
ふ
ん
紙
を
使
っ
た
作
品
と

ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
現
状
に
関
す
る
展
示
。

日
４
月
29
日
㈷
～
６
月
30
日
㈭
、
９
時

～
16
時
30
分

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な
で
象
の

Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
ア
ー
ト
」「
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
で
運

の
つ
く
お
守
り
を
つ
く
ろ
う
！
」

日
５
月
21
日
㈯
、①
10
時
30
分
～
12
時
、

②
13
時
～
16
時
、22
日
㈰
、10
時
～
12
時

◆
お
び
Ｚズ

ー
Ｏ
Ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　
「
ボ
ツ
ワ
ナ
の
動
物
保
護
区
で
キ
ャ

ン
プ
し
た
お
話
～
現
地
に
行
く
大
切
さ

と
動
物
園
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
中

村
亜
矢
子
氏
が
ア
フ
リ
カ
で
の
体
験
を

語
る
。

日
５
月
22
日
㈰
、13
時
30
分
～
14
時
30
分

定
先
着
30
人

申
５
月
１
日
㈰
～
21
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
で
動
物
園
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
２
４
３
４
）

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
５
月
８
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
５
月
14
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
野
草
園　

春
の
散
策
会

　

野
草
園
運
営
委
員
が
、
山
菜
や
毒
草

を
説
明
し
な
が
ら
園
内
を
案
内
。

　

天
候
に
よ
っ
て
は
中
止
の
場
合
あ
り
。

日
５
月
14
日
㈯
、
10
時
～
12
時

場
野
草
園
（
緑
ケ
丘
２
）

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「
電
子
顕
微
鏡

で
見
え
る
世
界
」

　

昆
虫
の
体
を
中
心
に
観
察
す
る
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
５
月
15
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
星
の
観
察
会
「
火
星
と
ア
ン
タ
レ
ス

を
見
よ
う
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
順

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
５
月
20
日
㈮
、
19
時
～
20
時
30
分

◆
き
ら
き
ら
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
５
月
21
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
オ
ー
ロ
ラ
全
天
投
影
会
２
０
１
６

ｉ
ｎ
帯
広

　

中
垣
哲
也
氏
（
オ
ー
ロ
ラ
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
）
に
よ
る
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
で
の
全
天
周
オ
ー
ロ
ラ
投
影
会
。
28

日
の
１
回
目
は
小
学
生
向
け
。

日
５
月
27
日
㈮
、
18
時
30
分
～
20
時
、

28
日
㈯
、
①
11
時
～
12
時
、
②
14
時
～

15
時
30
分
、
③
18
時
30
分
～
20
時

定
各
先
着
70
人

申
５
月
１
日
㈰
～
26
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
児
童
会
館
へ
。

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
宇
宙
人
」

　

紙
皿
と
紙
コ
ッ
プ
、
ス
ト
ロ
ー
で
、

口
が
ぱ
く
ぱ
く
開
く
宇
宙
人
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
５
月
28
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

森
の
交
流
館
・
十
勝
の

イ
ベ
ン
ト

場
・
問
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南

６
、
☎
34
・
０
１
２
２
）

◆
キ
ッ
ズ
・
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

歌
や
絵
本
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
文

化
に
触
れ
ら
れ
る
場
。
ゲ
ス
ト
は
モ
ン

ゴ
ル
出
身
の
帯
広
畜
産
大
学
留
学
生
。

対
６
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
。
兄

姉
も
参
加
可
能

日
５
月
21
日
㈯
、
10
時
～
11
時
30
分

◆
森
の
茶
会
～
春
～

　

外
国
人
向
け
に
、
日
本
の
文
化
を
紹

介
す
る
お
茶
会
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
外
国
人
、
市
内
在

住
の
中
学
生
以
上

日
５
月
21
日
㈯
、
お
茶
会
体
験
10
時
～

11
時
50
分
、
お
点
前
体
験
13
時
～
14
時

30
分

定
外
国
人
先
着
50
人
、
日
本
人
先
着
10

人費
日
本
人
の
み
、
お
茶
会
体
験
３
０
０

円
、
お
点
前
体
験
５
０
０
円

申
５
月
１
日
㈰
～
20
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
森
の
交
流
館
・
十
勝
へ
。

◆
第
55
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

ー
ク
（
中
国
・
ウ
イ
グ
ル
族
）

　

中
国
・
ウ
イ
グ
ル
族
出
身
の
畜
大
留

学
生
が
、自
国
の
文
化
や
歴
史
を
紹
介
。

対
中
学
生
以
上

日
５
月
28
日
㈯
、
19
時
～
21
時

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

保
存
樹
木
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

　

緑
の
健
康
診
断
員
を
ガ
イ
ド
に
、
市

の
保
存
樹
木
な
ど
を
バ
ス
で
巡
り
、
樹

木
の
特
性
や
歴
史
を
学
ぶ
。雨
天
中
止
、

少
雨
決
行
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
５
月
21
日
㈯
、
９
時
30
分
～
16
時

定
先
着
30
人
（
初
参
加
者
優
先
）

申
・
問
５
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
み
ど
り

の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８

６
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

岩
内
自
然
の
村

「
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
」

　

親
子
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
農
作
業
体
験
と
自
然
に
親
し
む
。

対
５
回
全
て
に
参
加
で
き
る
親
子

日
５
月
21
日
㈯
、
７
月
２
日
㈯
、
８
月

６
日
㈯
、
８
月
末
頃
、
９
月
17
日
㈯
、

全
５
回
、
10
時
～
12
時

場
須
田
農
園
（
岩
内
町
西
１
線
58
）

定
先
着
10
組

申
５
月
２
日
㈪
～
９
日
㈪
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に｢

申
込
時
の
記
載
事
項｣

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
岩
内
自
然
の
村

指
定
管
理
者
、
日
東
美
装
興
業
（
〒

080
・

0013
帯
広
市
西
３
条
南
15
丁
目
11
、

☎
24
・
２
７
０
０
）
へ
。

問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２

４
３
４
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

清
掃
事
業
課
の
イ
ベ
ン
ト

問
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・

２
３
１
１
）

◆
春
の
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

　

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
や
ご
み
減
量
パ

ネ
ル
の
展
示
、
古
布
や
古
着
、
使
用
済

小
型
家
電
の
回
収
を
行
う
。

　

回
収
で
き
る
古
布
や
古
着
は
、
衣
類

全
般
、
タ
オ
ル
や
シ
ー
ツ
な
ど
で
、
洗

濯
済
の
も
の
。

　

使
用
済
小
型
家
電
は
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
入
る
大
き
さ
（
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
投
入
口
）

で
、
現
在
回
収
し
て
い
る
16
分
類
に
加

え
て
、パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
も
回
収
。

対
象
品
目
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
５
月
25
日
㈬
～
27
日
㈮
、
９
時
～
17

時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

◆
環
境
見
学
会

　

ご
み
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
を
学

ぶ
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
６
月
２
日
㈭
、
９
時
～
12
時

場
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
西
24
北
４
）、

十
勝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
西
23
北
４
）

定
先
着
20
人

申
５
月
12
日
㈭
～
26
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
清
掃
事
業
課
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
７
回
中
城
ふ
み
子
賞
講
演
会

「
相
聞
か
ら
恋
の
歌
へ
〜
時
代
と
個
人
〜
」

　

梅
内
美
華
子
氏
（
歌
人
・
第
７
回
中

城
ふ
み
子
賞
選
者
）
を
講
師
に
、
近
代

か
ら
現
代
ま
で
の
恋
の
短
歌
を
取
り
上

げ
、時
代
に
よ
る
表
現
の
変
化
を
語
る
。

日
６
月
４
日
㈯
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
１
３
０
人

場
・
申
・
問
５
月
１
日
㈰
～
６
月
３
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
で
図
書
館
（
西
2
南

14
、
☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

篠
山
紀
信
展　

写
真
力  

Ｔ
ザＨ

Ｅ 

Ｐピ
ーＥ

Ｏプ

ル
Ｐ
Ｌ
Ｅ　

ｂバ
イｙ　

Ｋキ

シ

ン

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

　

著
名
人
を
は
じ
め
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
人
々
の
写
真
を
含
め
た
約

１
０
０
点
を
展
示
。

日
６
月
26
日
㈰
ま
で

場
北
海
道
立
帯
広
美
術
館（
緑
ケ
丘
２
）

費
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
・
大
学
生

５
５
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
。

問
文
化
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４

２
０
９
）
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自
動
車
の
運
転
技
能
や
適
性
な
ど
を

確
認
す
る
。

対
市
内
在
住
の
運
転
免
許
を
持
つ
65
歳

以
上
で
、
自
家
用
車
の
持
ち
込
み
が
で

き
る
人

日
５
月
23
日
㈪
、
９
時
～
12
時

場
第
一
自
動
車
学
校（
稲
田
町
東
１
線
）

定
先
着
35
人

申
・
問
５
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で

安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎

65
・
４
１
３
１
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

み
ど
り
と
花
の
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６

　

緑
と
花
に
触
れ
合
え
る
イ
ベ
ン
ト
。

天
候
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
行
事
も
あ

り
。

日
５
月
22
日
㈰
、９
時
30
分
～
13
時

場
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー（
緑
ケ
丘

２
）

問
み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎

65
・
４
１
８
６
）

◆
み
ど
り
と
花
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

時
間
９
時
30
分
～
12
時
。
売
り
切
れ
次

第
終
了

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

出
品
で
き
る
も
の
は
、花
や
ハ
ー
ブ
、

樹
木
、園
芸
用
品
な
ど
、「
み
ど
り
と
花
」

に
関
す
る
も
の
限
定
。

定
先
着
40
組

申
５
月
13
日
㈮
ま
で
に
、み
ど
り
の
課
へ
。

◆
楽
し
く
作
ろ
う
！
春
花
壇
作
り

　

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
な
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
風
の
プ
ラ
ン
タ
ー
花
壇
を
作
る
。

時
間
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
20
人

費
２
５
０
０
円
程
度

申
５
月
11
日
㈬
ま
で
に
、み
ど
り
の
課
へ
。

◆
鳥
の
目
線
で
マ
チ
を
見
て
み
よ
う
！

　

樹
木
を
剪せ
ん
て
い定
す
る
高
所
作
業
車
に
乗

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

高
齢
者
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
体
験
会

っ
て
、
鳥
の
目
線
で
街
を
見
る
。

◆
木
の
作
品
づ
く
り

　

木
の
実
や
枝
、木
材
を
使
っ
た
工
作
。

◆
親
子
木
育
教
室

　

浦
幌
産
の
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
っ
て
、

小
物
入
れ
を
作
る
。

◆
ハ
ー
ブ
カ
フ
ェ

　

ハ
ー
ブ
の
試
飲
が
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
。

◆
み
ど
り
と
花
の
ク
イ
ズ

　

会
場
内
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
、
花
や

樹
木
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
く
。

◆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
ス
タ
ン
プ
を
３
つ

集
め
る
と
、
緑
に
関
す
る
景
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

◆
落
ち
葉
腐
葉
土
の
作
り
方
展
示

　

体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
１
つ
以
上
参
加
し

た
先
着
２
０
０
人
に
、
落
ち
葉
腐
葉
土

を
１
人
１
袋
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◆
み
ど
り
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

緑
の
健
康
診
断
員
が
、
花
や
樹
木
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
る
。

◆
パ
ネ
ル
展
示

　

森
の
働
き
や
機
能
、
緑
に
関
す
る
取

り
組
み
な
ど
の
パ
ネ
ル
を
展
示
。

日
５
月
22
日
㈰
～
28
日
㈯

講
座
・
教
室

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ

な
ど
の
加
工
体
験
教
室

定
先
着
❶
❷
各
10
人
、
❸
20
人

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電

話
で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八

千
代
町
西
４
線
、☎
60
・
２
５
１
４
）へ
。

❶
チ
ー
ズ
教
室
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
５
月
７
日
㈯
、
②
21
日
㈯
、
い
ず

れ
も
10
時
～
16
時

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
５
月
５
日
㈷
、
②
19
日
㈭

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室
（
全
３
種
）

日
５
月
15
日
㈰
、
10
時
～
14
時

費
２
２
０
０
円

申
込
期
限
５
月
12
日
㈭

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室（
２
５
０
グ
ラ
ム
）

日
５
月
29
日
㈰
、
10
時
～
14
時

費
１
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
26
日
㈭

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

タ
イ
料
理
教
室

「
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
」と「
タ
イ
風
卵
サ
ラ
ダ
」

対
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上

日
５
月
14
日
㈯
、
11
時
～
13
時

定
先
着
20
人

費
５
０
０
円

場
・
申
・
問
５
月
１
日
㈰
～
11
日
㈬
ま

で
に
、
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南

６
、
☎
34
・
０
１
２
２
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

消
費
者
講
座
２
回
目

「
個
人
情
報
保
護
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
制
度
」

日
５
月
20
日
㈮
、
10
時
～
11
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
５
０
人

申
・
問
５
月
19
日
㈭
ま
で
に
、
安
心
安

全
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４

１
３
２
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

緑
の
健
康
講
習
会

草
花
・
庭
木
等
の
病
害
虫
防
除
方
法

日
６
月
25
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

定
先
着
30
人

場
・
申
・
問
５
月
25
日
㈬
～
６
月
22
日

㈬
ま
で
に
、
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー

（
緑
ケ
丘
２
、☎
21
・
３
１
７
２
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

問
百
年
記
念
館（
〒

080
・

0846
緑
ケ
丘
２
、

☎
24
・
５
３
５
２
）

◆
ど
こ
ま
で
描
け
る
？
象
の
あ
れ
こ
れ

　
「
鳥
獣
戯
画
」
に
現
れ
る
象
を
き
っ

か
け
に
象
を
描
き
、更
に
実
物
を
観
察
。

対
小
学
生
以
上

日
５
月
７
日
㈯
、13
時
15
分
～
14
時
45
分

場
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
）

定
先
着
20
人

申
５
月
１
日
㈰
～
５
日
㈷
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

◆
博
物
館
講
座
「
都
市
化
し
た
エ
ゾ
リ

ス
～
野
生
と
は
何
か
～
」

　

内
田
健
太
氏
（
北
海
道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
院
）
を
講
師
に
、
都
市
環
境

と
エ
ゾ
リ
ス
の
行
動
変
化
を
紹
介
。

日
５
月
21
日
㈯
、
14
時
～
16
時

場
百
年
記
念
館

◆
博
物
館
講
座
「
ぶ
ら
り
帯
広
」

　

西
２
条
通
を
散
策
し
、
街
並
か
ら
分

か
る
歴
史
を
訪
ね
る
。
帯
広
駅
集
合
、

解
散
。

日
５
月
28
日
㈯
、
13
時
～
15
時
30
分

定
先
着
20
人

費
１
０
０
円

申
５
月
１
日
㈰
～
25
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

◆
博
物
館
で
学
ぶ
連
続
講
座
「
地
質
講

座
」

　
「
十
勝
東
部
の
地
質
」
を
テ
ー
マ
に
、

足
寄
・
浦
幌
方
面
で
地
層
や
岩
石
な
ど

を
観
察
し
、
十
勝
の
成
り
立
ち
の
理
解

と
知
識
を
深
め
る
。

対
全
日
程
に
参
加
可
能
な
人
。
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

日
５
月
28
日
㈯
、
６
月
11
日
㈯
、
７
月

９
日
㈯
、
９
月
10
日
㈯
、
10
月
14
日
㈮
、

全
５
回
、
９
時
15
分
～
16
時
30
分

定
抽
選
30
人

費
５
０
０
０
円

申
５
月
１
日
㈰
～
８
日
㈰
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、百
年
記
念
館
へ
。

１
通
で
２
人
ま
で
応
募
可
能
。

◆
夜
間
陶
芸
講
座

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
初
心

者日
６
月
７
日
～
10
月
18
日
の
毎
月
第

１
・
３
火
・
水
曜
日
、
全
18
回
、
18
時

30
分
～
21
時
30
分

場
百
年
記
念
館

定
抽
選
36
人

費
８
０
０
０
円
（
材
料
費
別
途
）

申
５
月
１
日
㈰
～
24
日
㈫
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、百
年
記
念
館
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

赤
十
字
資
格
講
習
・
研
修

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
各
先
着
30
人

申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
直
接
社
会
課

（
市
庁
舎
２
階
、☎
65
・
４
１
４
６
）へ
。

◆
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
資
格
継
続
研

修
会

　

申
込
時
に
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
認

定
証
を
持
参
。

対
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、
有
効

期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
５
月
22
日
㈰
、
９
時
～
13
時

費
１
０
０
０
円

申
込
期
間
５
月
１
日
㈰
～
20
日
㈮

◆
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
資
格

継
続
研
修
会

　

申
込
時
に
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助

員
Ⅰ
認
定
証
を
持
参
。

対
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
の
資

格
を
取
得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過

し
、
有
効
期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
６
月
５
日
㈰
、
９
時
～
13
時

費
１
０
０
０
円

申
込
期
間
５
月
６
日
㈮
～
６
月
３
日
㈮

◆
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

な
ど
、
応
急
手
当
て
を
学
ぶ
。

対
15
歳
以
上

日
６
月
18
日
㈯
、
９
時
～
13
時

費
１
５
０
０
円

申
込
期
間
５
月
18
日
㈬
～
６
月
17
日
㈮

◆
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

　

救
急
員
の
資
格
取
得
を
目
指
す
。
３

日
間
の
講
習
後
に
検
定
あ
り
。
申
込
時

に
救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証
を
持
参
。

対
15
歳
以
上
の
救
急
法
基
礎
講
習
認
定

証
を
持
っ
て
い
る
人

日
▽
６
月
18
日
㈯
、
14
時
～
17
時
▽
19

日
㈰
、
９
時
～
17
時
▽
25
日
㈯
、
９
時

～
17
時
、
全
３
回

費
１
７
０
０
円

申
込
期
間
５
月
18
日
㈬
～
６
月
17
日
㈮

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

動
物
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
往
復
は

が
き
に｢

申
込
時
の
記
載
事
項｣

（
８
頁
） 

を
書
い
て
、
動
物
園
（
〒

080
・

0846
緑
ケ

丘
２
番
地
、
☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。

◆
大
人
の
１
日
飼
育
係

対
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

日
５
月
28
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
抽
選
４
人

申
込
期
間
４
月
28
日
㈭
～
５
月
12
日
㈭

◆
小
学
生
の
１
日
飼
育
係

対
小
学
４
～
６
年
生

日
６
月
11
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
抽
選
12
人

申
込
期
間
５
月
12
日
㈭
～
26
日
㈭

◆
中
高
生
の
１
日
飼
育
係

対
中
高
生

日
６
月
18
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
抽
選
４
人

申
込
期
間
５
月
19
日
㈭
～
６
月
２
日
㈭

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
民
大
学
講
座

対
15
歳
以
上

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
・
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
生

涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４

１
９
２
）
へ
。

◆
開
講
基
調
講
演
「
北
海
道
の
魅
力
発

信
！
“
北
海
道
Ｌラ

イ

カ

ー

ズ

ｉ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
”
を
通
じ

た
取
組
み
な
ど
～
帯
広
市
・
サ
ッ
ポ
ロ
グ

ル
ー
プ
包
括
連
携
協
定
締
結
記
念
～
」

　

北
海
道
各
地
の
輝
く「
人
」や「
活
動
」

を
発
信
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

ひとり親家庭の無料法律相談会　離婚、親権、消費者金融など弁護士による相談会。 対十勝管内在住のひとり親家庭の親　日5月13日（金）、13時～15時
の間で1人30分　定先着4人　場・申・問5月6日（金）までに、電話で母子家庭等就業・自立支援センター（公園東町3、グリーンプラザ内、☎20・7751）へ。
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を
生
み
出
す
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
運
営
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
“
北
海
道
Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
”
を

通
じ
た
取
り
組
み
な
ど
を
学
び
、
地
域

の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を

考
え
る
。

日
５
月
26
日
㈭
、
19
時
～
20
時
30
分

定
先
着
１
５
０
人

◆
第
２
集
「
話
し
方
・
聴
き
方
で
変
わ

る
!!
～
会
話
の
本
質
を
捉
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
～
」

　

早
川
靖
志
氏
（
米
国
Ｃ
Ｔ
Ｉ
認
定
プ

ロ
コ
ー
チ
）
を
講
師
に
、
会
話
の
本
質

を
捉
え
て
、
相
手
の
力
を
引
き
出
す
話

し
方
・
聴
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
段
階
的

（
初
級
・
中
級
・
上
級
）
に
学
ぶ
。

日
５
月
28
日
㈯
、
６
月
４
日
㈯
、
11
日

㈯
、
全
３
回
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
30
人

費
５
０
０
円

◆
第
３
集
「
帯
広
・
十
勝
歴
史
講
座
Ⅰ

～
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
ま
で
の

選
挙
の
変
遷
～
」

　

嶺
野
侑
す
す
む
氏
（
元
帯
広
市
議
会
議
長
）

を
講
師
に
、
選
挙
制
度
の
変
遷
を
時
代

背
景
と
と
も
に
学
ぶ
。

日
５
月
31
日
㈫
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
１
５
０
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
＆
は
ぐ
く
ー
む
合
同
行
事

植
物
観
察
会「
お
び
ひ
ろ
野
の
花
く
ら
べ
」

　

野
の
花
の
開
花
や
種
類
を
、
百
年
記

念
館
と
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
で
一

斉
に
調
べ
て
比
べ
る
。
調
査
後
は
、
百

年
記
念
館
に
集
合
し
ま
と
め
る
。
申
し

込
み
は
、
希
望
す
る
場
所
ご
と
に
受
け

付
け
る
。

日
６
月
５
日
㈰
、
９
時
～
16
時

定
各
先
着
20
人

費
１
０
０
円

場
・
申
・
問
５
月
１
日
㈰
～
６
月
２
日

㈭
ま
で
に
、百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、

☎
24
・
５
３
５
２
）
ま
た
は
帯
広
の

森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、

☎
66
・
６
２
０
０
）
へ
。

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
６

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
18
歳
以
上

日
６
月
１
日
～
16
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

講　座　名 日　程

パソコンに慣れよう！ 毎
週
火
・
木

午前

ワード＆エクセル基礎 午後

ワード＆エクセル＆パワー
ポイント基礎 夜間

ワード基礎 毎
週
水
・
金

午前

はじめよう♪facebook 午後

資格を取得するワード② 夜間

定
各
先
着
20
人

費
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
・
申
・
問
５
月
10
日
㈫
～
24
日
㈫
ま

で
に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南

13
、
☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

能
体
験
教
室

　

塩
津
圭
介
師
（
喜
多
流
シ
テ
方
）
を

講
師
に
、
謡
う
た
い
と
仕し
ま
い舞
の
初
歩
を
学
ぶ
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上

日
６
月
８
日
㈬
、
９
日
㈭
、
７
月
６
日

㈬
、
７
日
㈭
、
全
４
回
、
19
時
～
21
時

定
先
着
25
人

費
一
般
６
０
０
０
円
、
大
学
生
以
下
３

０
０
０
円

場
・
申
・
問
５
月
１
日
㈰
～
25
日
㈬
ま

で
に
、
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南

11
、
☎
23
・
８
１
１
１
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

プ
ラ
ザ･

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

健
康
・
福
祉

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
８
回
音
声
ガ
イ
ド
＆
字
幕
付
き

映
画
上
映
会「
ミ
ル
コ
の
ひ
か
り
」

　

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
向
け
に
、
音
声

ガ
イ
ド
・
字
幕
付
き
で
上
映
。
意
見
交

換
会
も
あ
り
。一
般
の
人
も
参
加
可
能
。

　

館
内
ガ
イ
ド
の
必
要
な
人
は
、
５
月

５
日
㈷
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
５
月
15
日
㈰
、
14
時
～
17
時

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
健
康
推
進
課

（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
編

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
①
光
南
緑
地
コ
ー
ス
、５
月
11
日
㈬
、

10
時
～
12
時
、
②
柏
林
台
公
園
・
西
町

公
園
コ
ー
ス
、
５
月
23
日
㈪
、
10
時
～

12
時

場
①
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
②
休
日
夜

間
急
病
セ
ン
タ
ー
（
柏
林
台
西
町
２
）

定
各
コ
ー
ス
先
着
40
人

申
込
期
限
①
５
月
９
日
㈪
、
②
19
日
㈭自分のペースで歩こう

◆
健
康
づ
く
り
教
室
「
血
管
年
齢
若
返

り
コ
ー
ス
」

日
５
月
18
日
㈬
、
６
月
29
日
㈬
、
８
月

17
日
㈬
、
全
３
回
、
９
時
30
分
～
12
時

場
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人
（
新
規
優
先
）

申
込
期
限
５
月
13
日
㈮

◆
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

対
市
内
在
住
で
、
講
座
終
了
後
に
推
進

員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

で
き
る
人

日
６
月
９
日
㈭
、
15
日
㈬
、
21
日
㈫
、

24
日
㈮
、
30
日
㈭
、
10
時
～
15
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人

費
１
２
０
０
円
程
度

申
込
期
間
５
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

夫
婦
で
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
10
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
６
月
12
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

場
・
申
・
問
５
月
16
日
㈪
～
６
月
８
日

㈬
ま
で
に
、電
話
で
子
育
て
支
援
課（
東

８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

25
・
９
７
２
２
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

親
子
で
楽
し
く
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

〜
１
歳
・
２
歳
・
３
歳
児
〜

対
１
～
３
歳
児
と
保
護
者

日
▽
３
歳
児
対
象
６
月
14
日
㈫
、
10
時

～
11
時
▽
２
歳
児
対
象
６
月
14
日
㈫
、

11
時
～
12
時
▽
１
歳
児
対
象
６
月
21
日

㈫
、
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
（
南
町

南
７
線
56
）

定
各
先
着
10
組

申
・
問
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
８

頁
）
を
書
い
て
、帯
広
の
森
野
球
場
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、
帯
広
の

森
運
動
公
園
内
、☎
48
・
８
３
３
８
）へ
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の

記
載
事
項
」（
８
頁
）
を
書
い
て
、
総

合
体
育
館
（
〒

080
・

0030
大
通
北
１
丁
目

１
、
☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

◆
ナ
イ
ト
ヨ
ガ
（
１
回
目
）

日
６
月
８
日
～
７
月
27
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
18
時
45
分
～
19

時
45
分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
20
時
～
21
時

定
各
コ
ー
ス
抽
選
15
人

費
各
３
５
０
０
円

申
込
期
限
５
月
25
日
㈬

◆
卓
球
教
室
（
１
回
目
）

日
６
月
14
日
～
７
月
15
日
の
火
・
金
曜

日
、
全
10
回
、
19
時
～
20
時
30
分

定
抽
選
30
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
５
月
31
日
㈫

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

◆
体
験
レ
ッ
ス
ン
（
１
回
目
）

　

１
人
２
種
目
ま
で
体
験
可
能
。

対
①
市
内
在
住
の
２
～
４
歳
児
と
保
護

者
、
②
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
、
③
市

内
在
住
の
年
中
児
に
当
た
る
幼
児
～
小

学
２
年
生
、
④
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
６
月
９
日
㈭
、①
お
や
こ
水
泳
教
室
、

10
時
～
10
時
50
分
、
②
高
齢
者
チ
ェ
ア

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
10
時
～
10
時
50
分
、

③
キ
ッ
ズ
ヨ
ガ
、
16
時
～
16
時
50
分
、

④
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
19
時
～
19
時

50
分 図

書
館
の
イ
ベ
ン
ト

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

定
各
先
着
①
20
組
、
②
③
各
10
人
、

④
30
人

申
込
期
限
６
月
２
日
㈭

◆
お
や
こ
水
泳
教
室
（
２
回
目
）

対
市
内
在
住
の
２
～
４
歳
児
と
保
護
者

日
６
月
13
日
～
７
月
18
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
10
時
～
10
時
50
分

定
抽
選
20
組

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
23
日
㈪

◆
幼
児
水
泳
教
室
（
２
回
目
）

対
市
内
在
住
の
年
中
・
年
長
児
に
当
た

る
幼
児

日
６
月
13
日
～
７
月
18
日
の
月
曜
日
、

全
６
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50

分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分
▽
Ｃ

コ
ー
ス
17
時
～
17
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
50
人

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
23
日
㈪

◆
楽
し
く
水
中
運
動
教
室
（
１
回
目
）

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
６
月
15
日
～
７
月
20
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
19
時
～
19
時
50
分

定
抽
選
20
人

費
４
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
27
日
㈮

◆
キ
ッ
ズ
ヨ
ガ
（
１
回
目
）

対
市
内
在
住
の
年
中
児
に
当
た
る
幼
児

～
小
学
２
年
生

日
６
月
16
日
～
７
月
21
日
の
木
曜
日
、

全
６
回
、
16
時
～
16
時
50
分

定
抽
選
10
人

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
27
日
㈮

◆
年
少
児
水
泳
教
室
（
１
回
目
）

対
市
内
在
住
の
年
少
児
に
当
た
る
幼
児

日
６
月
18
日
～
７
月
23
日
の
土
曜
日
、

全
６
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
15
時
～
15
時
50

分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
16
時
～
16
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
30
人

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
27
日
㈮
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◆
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室（
２
回
目
）

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
６
月
23
日
～
８
月
18
日
の
木
曜
日
、

全
８
回
、
19
時
～
19
時
50
分

定
抽
選
30
人

費
４
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
27
日
㈮

◆
初
め
て
ス
イ
ミ
ン
グ

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
初
心
者

日
７
月
１
日
～
10
月
28
日
の
金
曜
日
、

全
16
回
、
19
時
～
19
時
50
分

定
抽
選
20
人

費
８
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
10
日
㈮

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

幼
児
と
児
童
の
走
り
方
教
室

対
市
内
在
住
の
年
中
児
に
当
た
る
幼
児

～
小
学
３
年
生

日
５
月
22
日
㈰
、
９
時
～
11
時

定
抽
選
１
５
０
人

費
５
０
０
円

場
・
申
・
問
５
月
12
日
㈭
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
８
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
陸
上

競
技
場
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

１
１
８
８
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

集
ま
れ
！
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

個
人
と
団
体
の
申
し
込
み
あ
り
。

対
市
内
在
住
の
年
中
・
年
長
児
に
当
た

る
幼
児

日
６
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰
、
全
２
回
、

10
時
～
12
時

定
先
着
１
５
０
人

場
・
申
・
問
５
月
22
日
㈰
ま
で
に
、
申

込
書
を
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル

（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、
帯

広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
49
・
４
０
０

０
）
へ
。
申
込
書
は
帯
広
市
文
化
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
可
能
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
２
１
０
）

◆
市
内
公
設
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
４
月

29
日
㈷
か
ら
オ
ー
プ
ン

　

残
雪
や
芝
の
状
態
な
ど
で
オ
ー
プ
ン

日
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

　

雨
天
時
は
講
義
と
質
疑
応
答
の
み
。

日
６
月
７
日
㈫
、
９
時
～
12
時

場
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
（
南
町
南

９
線
49
）

定
先
着
１
０
０
人

申
５
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で
ス
ポ

ー
ツ
振
興
室
へ
。

募
　
　
集

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

省
エ
ネ
ナ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

電
力
使
用
量
や
使
用
料
金
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
を
表
示
す
る
機
器
「
省
エ

ネ
ナ
ビ
」
を
設
置
し
て
、
日
常
生
活
で

省
エ
ネ
行
動
を
実
施
し
な
が
ら
、
測
定

デ
ー
タ
や
効
果
を
報
告
す
る
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
。
機
器
の
貸
し
出
し
は
無
料
。

モ
ニ
タ
ー
期
間
６
月
１
日
㈬
～
８
月
31

日
㈬

定
先
着
８
人

申
・
問
５
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪
ま
で

に
、
事
前
に
電
話
で
予
約
し
環
境
都
市

推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１

３
５
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
補
助
・
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
資
金
貸
付

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
ホ
ー
ム
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｈヘ

ム

ス

Ｅ
Ｍ
Ｓ
）、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
（
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
ヒ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
）、
エ
コ
ジ
ョ
ー

ズ
（
潜
熱
回
収
型
ガ
ス
給
湯
暖
房
機
）

導
入
時
の
費
用
補
助
と
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
導
入
時
の
無
利
子
貸
し
付
け
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
貸
し
付
け
は
12
月
28
日
㈬
、
補

助
金
は
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
、

環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
３
５
）
へ
。
申
し
込
み
の
状

況
で
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
あ
り
。

各制度の補助金・貸し付け内容
補助対象設備 補助上限 補助率 募集件数

太陽光発電システム 5万円
対象経費
の1/2

300件

木質ペレットストーブ 10万円
対象経費
の1/2

5件

エコキュート
5万円

対象経費
の1/10

250件
エコジョーズ
ホームエネルギー
マネジメントシステム

7万円
対象経費
の1/3

6件

貸付対象設備 貸付上限 利子 保証料 募集件数

太陽光発電システム 170万円
無
利子

自己
負担

90件

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

住
ま
い
の
改
修
助
成
事
業

第
１
回
募
集

　

消
費
税
を
除
く
10
万
円
以
上
の
改
修

工
事
を
す
る
人
に
、
５
万
円
分
の
地
域

商
品
券
を
交
付
。

対
助
成
金
交
付
決
定
後
に
行
う
改
修
工

事募
集
件
数
抽
選
１
５
０
件

申
・
問
５
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮
ま
で

に
、直
接
建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、

☎
65
・
４
１
８
０
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
の
補
助
、
資
金
貸
付

　

住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事

補
助
・
無
利
子
の
貸
し
付
け
、
耐
震
改

修
工
事
と
同
時
に
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
無
利
子
貸
し
付
け
。

対
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
た

２
階
建
以
下
の
一
戸
建
て
ま
た
は
併
用

木
造
住
宅
。
詳
し
い
要
件
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫
ま
で

に
、
建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎ 

65
・
４
１
８
０
）
へ
。
申
し
込
み
の
状

況
で
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
あ
り
。

◆
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
簡
易
診
断

　

住
宅
の
耐
震
性
の
目
安
を
把
握
す
る

無
料
耐
震
簡
易
診
断
。

◆
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助

　

一
般
診
断
法
に
よ
る
耐
震
診
断
の
一

部
費
用
を
補
助
。

補
助
限
度
額
３
万
円

◆
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

　

一
般
診
断
法
に
よ
る
耐
震
診
断
で

「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
の
一

部
を
補
助
。

補
助
限
度
額
30
万
円

◆
耐
震
改
修
資
金
貸
付

　

耐
震
改
修
工
事
資
金
の
一
部
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
。

貸
付
限
度
額
２
５
０
万
円

◆
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
貸
付

　

耐
震
改
修
工
事
と
同
時
に
行
う
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
の
資
金
の
一
部
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
。

貸
付
限
度
額
２
０
０
万
円

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
建
設

資
金
貸
付
・
改
造
資
金
補
助
な
ど

申
・
問
建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、

☎
65
・
４
１
８
０
）
へ
。

◆
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
建
設

資
金
貸
付
・
改
造
資
金
補
助

　

市
内
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
住
宅
を
新
築
・
増
改
築
す
る
人
へ

の
無
利
子
貸
し
付
け
や
、
改
造
を
す
る

人
へ
の
補
助
。

　

増
改
築
貸
し
付
け
と
補
助
を
希
望
す

る
人
は
、
申
請
前
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
住
宅
相
談
会
の
参
加
と
現
地
調

査
が
必
要
。

申
込
期
限
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫
。
申

し
込
み
の
状
況
で
受
け
付
け
を
終
了
す

る
場
合
あ
り
。

・
建
設
資
金
貸
付
（
新
築
・
増
改
築
）

対
市
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
住
宅

貸
付
限
度
額
新
築
３
０
０
万
円
、
増
改

築
１
５
０
万
円

返
済
期
間
20
年
以
内

・
改
造
資
金
補
助

対
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
か
、
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人

補
助
額
対
象
工
事
費
の
８
割
（
最
大
40

万
円
）

◆
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
住
宅
相
談

会日
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
木
曜
日
）、
13
時
～
16
時

場
市
庁
舎
10
階
第
４
会
議
室

◆
融
雪
施
設
設
置
資
金
貸
付

　

住
宅
の
敷
地
内
に
融
雪
施
設
を
設
置

す
る
人
へ
の
無
利
子
貸
し
付
け
。

対
埋
設
型
融
雪
槽
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
。
12
月
15
日
㈭
ま
で
に
設
置
を
完

了
で
き
る
も
の
。

貸
付
限
度
額
70
万
円

返
済
期
間
10
年
以
内

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

５
月
募
集
分

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

印
鑑
を
持
参
の
上
、
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
方
法
や
入
居
者
資
格
、
募

集
住
宅
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
市

営
住
宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る
人
向
け

の
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

日
５
月
９
日
㈪
、
10
日
㈫
、
８
時
45
分

～
17
時
30
分
（
10
日
は
19
時
ま
で
）

場
・
申
・
問
住
宅
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
９
０
）

　

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
総

合
職
の
職
員
を
募
集
。

　

申
し
込
み
の
前
に
、
必
ず
試
験
案
内

で
資
格
要
件
と
申
込
方
法
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
試
験
案
内
は
、
総
合
案
内

（
市
庁
舎
１
階
）
と
職
員
課
で
配
布
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

◆
受
験
区
分　

年
齢
な
ど
の
要
件
は
、

試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
総
合
職
（
６
区
分
）
大
学
卒
、
身
体

障
害
者
、
土
木
、
土
木
（
社
会
人
）、

建
築
、
電
気

◆
採
用
人
数　

試
験
案
内
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日
程　

１
次
試
験
（
一
般
教
養

試
験
・
適
性
試
験
）、
５
月
28
日
㈯
。

２
次
試
験
（
面
接
な
ど
）
以
降
の
日
程

は
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
会
場

・
帯
広
会
場　

市
本
庁
舎
ほ
か

・
東
京
会
場　

新
国
際
ビ
ル
（
東
京
都

千
代
田
区
丸
の
内
３-

４-

１
）

申
・
問
５
月
６
日
㈮
～
12
日
㈭
ま
で

に
、
試
験
案
内
の
採
用
試
験
申
込
書
と

郵
便
は
が
き
を
同
封
の
上
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
職
員
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎

65
・
４
１
０
８
）
へ
。

　

小
中
学
校
の
適
正
規
模
お
よ
び
適
正

配
置
に
関
し
て
、意
見
を
伺
う
場
で
す
。

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
、

事
業
経
営
や
活
動
を
し
て
い
る
20
歳
以

上
で
、
月
１
～
２
回
程
度
、
夜
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
市
が

設
置
す
る
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
や

市
職
員
は
除
く

定
２
人

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

平
成
29
年
度
採
用

帯
広
市
職
員
募
集
（
前
期
日
程
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

小
中
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

市
民
検
討
委
員
会
委
員
を
募
集

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

「雇用環境・均等部」を設置しました　北海道労働局は組織を見直し、平成28年4月1日付けで新たに「雇用環境・均等部」を設置しました。男女と
もに働きやすい雇用環境の実現に向けた総合的な行政展開を図っていきます。　問北海道労働局雇用環境・均等部企画課（☎011・788・7874）



◆13 ◆ 広報おびひろ 平成28年５月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

リラクゼーション室休室のお知らせ　5月2日（月）、3日（祝）、6日（金）は、保健福祉センターのリラクゼーション室はお休みします。
問健康推進課（東8南13、保健福祉センター内、☎25・9721）

任
期
５
月
か
ら
９
月
頃
を
予
定

謝
礼
会
議
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

申
・
問
５
月
９
日
㈪
ま
で
に
、
応
募
動

機
や
学
校
教
育
に
つ
い
て
思
う
こ
と
な

ど
を
書
い
た
８
０
０
字
程
度
の
レ
ポ
ー

ト
と
履
歴
書
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

企
画
総
務
課
（
〒

080
・

8670
西
５
条
南
７

丁
目
１
、
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
２

０
１
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

農
業
委
員
会
の
委
員
候
補
者
の

推
薦
・
募
集

　

４
月
１
日
よ
り
農
業
委
員
の
選
出
の

方
法
が
「
公
選
制
」
か
ら
「
議
会
の
同

意
を
要
件
と
す
る
市
長
の
任
命
制
」
に

変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
７
月
改

選
期
の
委
員
候
補
者
を
募
集
。

対
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地

な
ど
の
利
用
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す

る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌

に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

定
26
人

任
期
７
月
か
ら
３
年
間

報
酬
月
額
４
万
４
０
０
０
円

申
・
問
５
月
２
日
㈪
～
６
月
１
日
㈬
ま

で
に
、
推
薦
書
ま
た
は
応
募
申
込
書
と

添
付
書
類
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
農

政
課（
〒

089
・

1182
川
西
町
基
線
61
番
地
、

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
☎
59
・
２
３
２

３
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
５
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
自
衛
隊

帯
広
募
集
案
内
所
（
西
５
南
14
、
☎

23
・
８
７
１
８
）
へ
。

担
当
課
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎

65
・
４
１
０
０
）

　

帯
広
市
の
郷
土
芸
能｢

平
原
太
鼓｣

の
打
ち
手
を
随
時
募
集
。
イ
ベ
ン
ト
で

の
演
奏
や
遠
征
も
あ
り
ま
す
。

対
小
学
２
年
生
～
50
歳
程
度

練
習
日
毎
週
月
・
木
曜
日
、19 

時
～
21
時

練
習
場
所
広
陽
小
学
校
（
西
19
南
３
）

申
・
問
観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎

65
・
４
１
６
９
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

姉
妹
都
市
交
流
事
業

参
加
者
募
集

問
親
善
交
流
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎

65
・
４
１
３
３
）

◆
姉
妹
都
市
子
ど
も
親
善
訪
問
団

申
各
小
学
校
で
配
付
さ
れ
る
申
込
書

を
、
５
月
11
日
㈬
ま
で
に
各
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
徳
島
県
徳
島
市

対
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生
で
、

12
月
24
日
㈯
～
27
日
㈫
に
徳
島
市
か
ら

訪
問
す
る
小
学
生
を
２
泊
受
け
入
れ
可

能
な
家
庭

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

平
原
太
鼓
打
ち
手
を
募
集

日
７
月
26
日
㈫
～
29
日
㈮

定
７
人

費
４
万
５
０
０
０
円
程
度

・
静
岡
県
松
崎
町

対
市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生
で
、

８
月
１
日
㈪
～
３
日
㈬
に
松
崎
町
か
ら

訪
問
す
る
小
学
生
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
可
能
な
家
庭

日
８
月
８
日
㈪
～
10
日
㈬

定
10
人

費
３
万
５
０
０
０
円
程
度

◆
高
校
生
相
互
派
遣
事
業

申
各
高
校
で
配
付
さ
れ
る
申
込
書
を
、

５
月
10
日
㈫
ま
で
に
各
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

対
市
内
に
保
護
者
と
住
民
登
録
が
あ

り
、
十
勝
管
内
の
高
校
に
在
籍
す
る
生

徒
で
、
８
月
上
・
中
旬
の
数
日
間
、
ス

ワ
ー
ド
市
、
朝
陽
市
か
ら
来
帯
す
る
高

校
生
を
受
け
入
れ
可
能
な
家
庭

・
米
国　

ス
ワ
ー
ド
市

日
７
月
27
日
㈬
～
８
月
９
日
㈫

定
４
人

費
23
万
円
程
度

・
中
国　

朝
陽
市

日
７
月
31
日
㈰
～
８
月
９
日
㈫

定
４
人

費
８
万
円
程
度

国を越えた友達

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

平
成
29
年
２
月
開
催
「
冬
季
ア
ジ
ア

大
会
」
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

詳
細
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
で
配
布
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
29
年
２
月
１
日
時
点
で
15
歳
以

上募
集
人
数
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
０
０

人
、
多
言
語
対
応
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
０

０
人

申
・
問
５
月
９
日
㈪
～
６
月
30
日
㈭
ま

で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８

階
、
☎
65
・
４
２
１
０
）
へ
。

案
　
　
内

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

図
書
館
か
ら

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

◆
蔵
書
点
検
の
た
め
、
５
月
26
日
㈭
～

６
月
１
日
㈬
ま
で
休
館
し
ま
す

　

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
図
書
館
南

側
の
道
路
沿
い
と
西
側
玄
関
右
手
の
返

却
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
Ｃ

Ｄ
な
ど
は
破
損
防
止
の
た
め
、
６
月
２

日
㈭
以
降
に
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。
移
動
図
書
館
バ
ス
は

通
常
通
り
運
行
し
ま
す
。

◆
蔵
書
点
検
期
間
前
に
貸
出
期
間
と
貸

出
数
を
拡
大
し
ま
す

　

５
月
10
日
㈫
～
25
日
㈬
の
期
間
限
定

で
、
本
は
15
冊
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
５

点
ま
で
、貸
し
出
し
期
間
を
３
週
間（
通

常
は
本
は
10
冊
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
３

点
ま
で
を
２
週
間
）
に
拡
大
し
ま
す
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

電
動
生
ご
み
処
理
機
と
生
ご
み
堆
肥

化
容
器
の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

対
市
内
在
住
者

問
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・

２
３
１
１
）

◆
電
動
生
ご
み
処
理
機
（
先
着
40
台
）

助
成
額
購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の
２
分

の
１
以
内
、
限
度
額
２
万
円
、
過
去
に

助
成
を
受
け
て
い
な
い
世
帯
で
１
世
帯

１
台
ま
で

申
４
月
25
日
㈪
以
降
、
購
入
前
に
電
話

で
清
掃
事
業
課
へ
。

◆
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
（
先
着
１
２
０

個
）

助
成
額
購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の
２
分

の
１
以
内
、
限
度
額
２
０
０
０
円
、
１

世
帯
２
個
ま
で

申
４
月
25
日
㈪
以
降
、
購
入
前
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
清
掃
事
業
課
へ
。直
接
、

環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
）
ま

た
は
川
西
・
大
正
支
所
で
も
申
し
込
み

可
能
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

緑
の
募
金
を
配
分
し
ま
す

　

市
内
の
企
業
な
ど
の
協
力
で
集
ま
っ

た
緑
の
募
金
を
、
市
内
で
緑
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
へ
配
分
し
ま
す
。

対
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
活
動
を
行
う

団
体
。
①
公
共
用
地
へ
の
植
樹
・
花
壇

の
整
備
、
②
森
林
や
公
園
、
緑
地
の
整

備
、
植
栽
樹
木
の
保
全
と
維
持
管
理
、

③
そ
の
他（
緑
化
の
普
及
や
啓
発
な
ど
）

申
・
問
５
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫
ま
で

に
、
申
請
書
を
直
接
み
ど
り
の
課
（
市

庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
６
）
へ
。

申
請
書
は
同
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可
能
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」

実
施
の
お
知
ら
せ

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
（
北
海
道
・

帯
広
市
）
は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
を

調
査
期
日
に
、
平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ

ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
市
内
の
全
て
の
事
業
所

と
企
業
で
す
。

　

調
査
書
類
は
、
調
査
員
が
直
接
、
ま

た
は
国
か
ら
本
社
へ
の
郵
送
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
配
布
し
ま
す
。

調
査
開
始
日
５
月
20
日
㈮

問
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４

１
０
１
）

予防注射を受けさせることは
飼い主の責務です
　悪天候などの場合、集合注射を中止にすることが
あります。
費3110円、犬の登録をしていない人は別途登録料
3000円
問環境都市推進課（市庁舎８階、☎65・4136）

川西・大正地区の狂犬病予防集合注射

日　　時 会　　場 地区名

５
月
17
日
㈫

  9：30～  9：45 太平農業センター 新 太 平
10：10～10：30 八千代牧場 西八千代
10：40～10：50 加藤浩二宅 拓 成
11：10～11：45 JA帯広かわにし戸蔦店 戸 蔦
13：15～13：30 上清川会館 上 清 川
13：45～14：10 JA帯広かわにし清川支店 清 川
14：20～14：50 東美栄会館 東 美 栄

５
月
18
日
㈬

  9：30～10：00 JA帯広かわにし広野支店 広 野
10：10～10：20 北広野会館 北 広 野
10：40～11：00 上帯広郵便局 上 帯 広
11：05～11：20 JA帯広かわにし上帯広店 上 帯 広
11：30～11：40 南基松会館 基 松
13：15～13：45 豊西会館 本 豊 西
14：00～14：30 富士農業センター 富 士

５
月
19
日
㈭

  9：30～10：00 勝久寺 下 川 西
10：20～10：50 十勝NOSAI 中 川 西
11：10～11：40 JA帯広かわにし本店 新 川 西
13：15～13：45 別府ふれあい館 別 府
14：00～14：30 JA帯広大正愛国店跡地 愛 国
14：40～15：00 幸一会館 幸 一

５
月
20
日
㈮

  9：30～10：00 幸福農業センター 幸 福
10：45～10：55 大和会館 泉町大和
11：20～11：45 JA帯広大正以平支所跡地 以 平
13：15～14：00 帯広市役所大正支所 大正本町
14：15～14：30 中戸蔦会館 中 戸 蔦

年齢はいずれも平成29年4月1日現在

募集種目 応募資格 試験日

一般
22歳以上
26歳未満の人

1次：5月14・15日
2次：6月14～17日

歯科
20歳以上
30歳未満の人

1次：5月14日
2次：6月14～17日

薬剤科
20歳以上
28歳未満の人
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42
・
５
１
９
５
）

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
話

で
帯
広
友
の
会
（
西
17
南
３
、
☎
36
・

０
７
０
１
）
へ
。

◆
2
歳
か
ら
３
歳
に
な
る「
２
、３
歳
児

と
保
護
者
の『
お
ひ
さ
ま
グ
ル
ー
プ
』」

　

自
立
心
が
芽
生
え
、
周
り
に
関
心
を

持
ち
始
め
る
時
期
に
、
親
子
で
共
に
育

ち
合
う
月
１
回
の
集
ま
り
で
す
。

対
象
平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
と
保
護
者

日
時
５
月
18
日
㈬
、
10
時
～
12
時
、
以

降
毎
月
第
３
水
曜
日

定
員
先
着
10
組

費
用
１
回
５
０
０
円

◆
３
歳
か
ら
４
歳
に
な
る
「
４
歳
児
グ

ル
ー
プ
」

　

子
ど
も
は
手
洗
い
な
ど
約
20
種
類
の

生
活
習
慣
を
楽
し
く
練
習
し
、
保
護
者

は
別
室
で
調
理
実
習
な
ど
を
し
ま
す
。

対
象
年
少
児
に
当
た
る
幼
児
と
保
護
者

日
時
毎
週
木
曜
日
、
９
時
40
分
～
12
時

20
分

定
員
先
着
10
組

費
用
入
会
金
３
０
０
０
円
、
１
カ
月
２

０
０
０
円

　

タ
ン
ポ
ポ
抜
き
な
ど
雑
草
除
去
と
清

掃
を
行
い
ま
す
。
軍
手
と
作
業
用
具
は

用
意
し
て
い
ま
す
。
作
業
し
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
５
月
21
日
㈯
、10
時
～
11
時
30
分
。

雨
天
時
は
22
日
㈰
に
順
延

場
所
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
緑
ケ
丘
２
）

問
い
合
わ
せ
帯
広
平
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
22
・
１
２
６
９
）

　

第
５
音
楽
隊
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏

会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
６
月
４
日
㈯
、
14
時
～
16
時

場
所
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
５
月
８
日
㈰

（
必
着
）ま
で
に
、往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
第
５
旅
団
司
令
部
総
務
課
広
報

班
（
〒
080
・

8639
南
町
南
７
線
31
番
地
、

☎
48
・
５
１
２
１
）
へ
。
１
枚
の
は
が

き
で
２
人
ま
で
応
募
可
能
。

　

市
内
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
昼
食
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
交
流
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
１
回
の
み
参
加
可
能
。
申

し
込
み
は
不
要
で
、
当
日
会
場
へ
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
い
ず
れ
も
10
時
～
13
時
ご

ろ
、▽
６
月
６
日
㈪
、南
コ
ミ
セ
ン
（
西

10
南
34
）
▽
７
日
㈫
、
大
空
会
館
（
大

空
町
12
）
▽
９
日
㈭
、
生
活
館
（
柏
林

台
東
町
２
）
▽
13
日
㈪
、
緑
西
コ
ミ
セ

ン
（
西
17
南
４
）
▽
15
日
㈬
、
啓
北
コ

ミ
セ
ン
（
西
13
北
２
）
▽
16
日
㈭
、
光

南
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
７
南
21
）
▽
21

日
㈫
、川
西
農
業
者
研
修
セ
ン
タ
ー（
川

西
町
西
２
）
▽
23
日
㈭
、
東
コ
ミ
セ
ン

（
東
７
南
９
）
▽
24
日
㈮
、
北
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
西
４
北
２
）
▽
27
日
㈪
、
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）
▽
29

日
㈬
、西
帯
広
コ
ミ
セ
ン
（
西
23
南
２
）

▽
７
月
５
日
㈫
、
自
由
が
丘
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
自
由
が
丘
３
）

問
い
合
わ
せ
帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
公
園
東
町
３
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
内
、

☎
21
・
２
４
１
４
）

　

十
勝
川
の
河
川
敷
を
走
り
ま
す
。
種

目
は
ハ
ー
フ
、
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
給
水
用
飲
料
は
主
催

者
で
用
意
。
持
参
も
可
能
で
す
。

対
象
18
歳
以
上

　

子
ど
も
が
一
人
で
も
入
れ
て
、
み
ん

な
で
料
理
を
作
っ
て
食
べ
る
食
堂
で

す
。
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

対
象
18
歳
以
下
と
保
護
者

日
時
５
月
14
日
㈯
、
６
月
18
日
㈯
、
12

時
30
分
～
13
時
30
分

場
所
Ｗウ

ィ

ー
Ｅ
Ｗ
と
か
ち
（
西
21
南
３
）

定
員
各
先
着
20
人

費
用
保
護
者
の
み
３
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
前
日
ま
で

に
、電
話
で
Ｗ
Ｅ
Ｗ
と
か
ち
・
渡
辺（
☎

０
９
０
・
９
５
３
８
・
８
５
０
６
）へ
。

　

福
井
豊
氏
（
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）に
よ
る「
白

い
羊
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
５
月
15
日
㈰
、
15
時
～
16
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
い
合
わ
せ
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井
（
☎

5月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、5月4日（祝）、18日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地
区は、5月11日（水）、25日（水）です。　問清掃事業課(西24北4、☎37・2311)

「
お
び
ひ
ろ
子
ど
も
食
堂
」を

開
催
し
ま
す

第
18
回
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

「
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

陸
上
自
衛
隊
第
５
旅
団
第
５
音
楽
隊

第
44
回
定
期
演
奏
会

帯
広
友
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

６
月
期
い
き
い
き
交
流
会

第
20
回
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
む
会

第
23
回「
十
勝
・
マ
イ
ナ
ー
校
」

　主人公のダニーは、お母さ
んの誕生日祝いにあげるもの
を探しに出掛けます。めんど
りは卵を、ガチョウは枕が作
れるようにと羽を差し出しま
すが、ダニーはもう家にある
からと断ります。
　さて、森に住むクマのアド
バイスを受けて、ダニーがお
母さんにあげたものとは？そ

のプレゼントに思わず胸がキュンとなることでしょ
う。

今月は母の日にちなんで、母子を描いた絵本を
紹介します。子どもへの愛しさが増す一冊です。

図書館のオススメ

▷問　図書館（西2南14、☎22・4700）

※表紙画像使用許諾済

おかあさんだいすき
☆著　者…マージョリー・フラック
☆訳・編…光吉　夏弥　　☆出版社…岩波書店

　エゾタヌキは北海道に生息しています。夜行性のた
め、野生では見かけることがほとんどありません。ア
ライグマとよく似ていて、間違われることがあります
が、尻尾の模様、耳のふちや足先の色、指の数などで
見分けられます。小獣舎の隣のおりにいるので、見比
べてみると面白いですよ。
　そんなエゾタヌキの「シロ」は札幌市円山動物園で
生まれ、平成21年6月におびひろ動物園に来ました。
一緒に来園した双子のメス「クロ」は、今年3月に亡く
なりました。きょうだい仲良く暮らしていたので、独
りぼっちになったシロは、大変悲しい思いをしている
でしょう。しかし飼育員にはけなげに振る舞っている
ように感じます。最近は冬毛から夏毛へ生え変わる時
期なので、毛並みがそろっていませんが、夏には毛が
短くスマートな姿に変わります。

●種名：エゾタヌキ
●性別：オス
●生年月日：平成20年5月24日
●性格：小心者だが好奇心旺盛
●好きな食べ物：牛肉、ドッグフード

毛の生え変わりを見に来てね

動物園のいまをお届け

▷問　動物園 （緑ケ丘2、☎24・2437）　 飼育担当　高橋　豊、井上　文男（3月末まで担当）

けなげに暮らす「シロ」ZOOZOO レター

みんなの広場

問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
7月号掲載の受付締め切りは5月19日（木）です。
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　手指や体の動き、表情を使って意思疎通を図る「手話」。法律
で言語と位置付けられていますが、まだ十分に知られていませ
ん。そこで、市民の皆さんの手話に対する理解を深めて、手話
を身近に感じてもらえるように、このコーナーでは簡単ですぐ
に使える一言を紹介していきます。
　ぜひ身近な人と、手話でコミュニケーションしてみましょう。

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（　 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

写真・文
みどりの課　追杉　元裕帯広市の保存樹木「ポプラ」

　

西
４
条
南
９
丁
目
の
「
さ
か
え
公

園
」
に
あ
る
立
派
な
ポ
プ
ラ
。
推
定

樹
齢
１
２
０
年
で
、
帯
広
市
の
保
存

樹
木
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
は

「
由
緒
・
由
来
の
あ
る
木
」
な
ど
を

保
存
樹
木
に
指
定
し
て
い
て
、
こ
の

ポ
プ
ラ
に
は
次
の
よ
う
な
歴
史
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
31
年
、
十
勝
支
庁
長
に
着
任

し
た
諏す

訪わ

鹿し
か

三ぞ
う

氏
は
、
さ
っ
そ
く
管

内
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
、
開

拓
に
よ
り
、
緑
豊
か
な
原
始
林
が

次
々
と
切
り
倒
さ
れ
て
い
く
光
景
で

し
た
。
「
こ
の
ま
ま
で
は
十
勝
に
木

が
１
本
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と

危
惧
し
た
諏
訪
支
庁
長
は
、
翌
年
の

春
、
自
ら
抱
い
た
危
機
感
に
賛
同
す

る
人
を
集
め
、
共
に
苗
木
を
植
樹
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
の
１
本
が

こ
の
ポ
プ
ラ
で
、
こ
の
取
り
組
み
が

十
勝
地
方
に
お
け
る
最
初
の
緑
化
運

動
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
高
く
伸
び
る
ポ
プ
ラ
の
雄
大
な

姿
は
ま
る
で
、
諏
訪
支
庁
長
の
緑
化

に
対
す
る
思
い
を
今
も
な
お
語
り
続

け
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
近
く
を

通
っ
た
際
に
は
ぜ
ひ
、
ポ
プ
ラ
の
声

に
耳
を
傾
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
関
連
イ
ベ
ン
ト
９
頁
参
照

天高く伸びる「さかえ公園」のポプラ

日
時
６
月
19
日
㈰
、
７
時
30
分
受
け
付

け
開
始
、
９
時
一
斉
ス
タ
ー
ト

場
所
十
勝
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
公
園
（
十

勝
大
橋
下
流
・
帯
広
神
社
北
側
）

費
用
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
５
月
31
日
㈫

（
必
着
）ま
で
に
、は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、性
別
、年
齢
、電
話
番
号
、

出
場
種
目
を
書
い
て
、
大
会
事
務
局
・

大
橋
辰
雄
（
〒
080
・

0862
南
の
森
西
２
丁

目
７
番
地
20
、☎
47
・
３
０
５
５
）
へ
。

　

イ
ギ
リ
ス
や
カ
ナ
ダ
な
ど
全
10
コ
ー

ス
で
、
い
ず
れ
か
の
国
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
や
英
語
研
修
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

対
象
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

日
時
７
月
22
日
㈮
～
８
月
14
日
㈰
の
う

ち
の
８
～
18
日
間

定
員
各
コ
ー
ス
先
着
10
～
25
人

費
用
成
田
空
港
発
25
万
８
千
円
～
68
万

８
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
５
月
26
日
㈭

（
申
込
期
限
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な

る
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
ま
で

に
、電
話
で
国
際
青
少
年
研
修
協
会（
☎

03
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
）
へ
。

　

帯
広
保
健
所
で
配
布
し
て
い
る
受
験

願
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
受
験
資
格
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
８
月
23
日
㈫
、
13
時
30
分
～

16
時

場
所
帯
広
市
内
（
詳
細
は
受
験
票
で
通

知
し
ま
す
）

費
用
６
９
０
０
円（
北
海
道
収
入
証
紙
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
５
月
９
日
㈪

～
20
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
郵

送
ま
た
は
直
接
帯
広
保
健
所
企
画
総
務

課
企
画
係
（
〒
080
・

8588
東
３
条
南
３
丁

目
１
番
地
、
☎
27
・
８
６
３
８
）
へ
。

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み

海
外
研
修
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
28
年
度
調
理
師
試
験

ワンポイント
手話講座

▷問　障害福祉課（市庁舎1階、☎65・4147）

今月の手話 「おはよう」今月の手話 「おはよう」

① こぶしをこめかみから下ろします
　「朝」という意味の手話です。
　動作の由来…こぶしを枕に例えて、
　　　　　　　枕から頭をあげる様子

② 人差し指を立てて向かい合わせた状態
　 から、両方の指先を曲げます
　「あいさつ」という意味の手話です。
　動作の由来…指を人に例えて、人が向き
　　　　　　　合ってお辞儀をする様子

イラスト出典：石狩市「手話でつながるいしかり」

ふるさと見聞録
還付金はATMでは戻ってこない！

　市や社会保険事務所などの職員をかたり、医療費や保険料の還付金
があると言ってＡＴＭに誘導し、指示通りに操作させて犯人の口座に
お金を振り込ませる手口の還付金詐欺が多発しています。

◯還付金がＡＴＭで支払われることはありません
◯還付手続きを電話だけでお知らせすることはありません
◯ キャッシュカードと携帯電話を持ってＡＴＭに行くよ

うに言われたら、それは間違いなく詐欺です！

注意のポイント

それは詐欺だよ！
ダメ！

私のいうとおりに
操作してください…
私のいうとおりに
操作してください…

安心安全メモ安心安全メモ
▷問　安心安全推進課（市庁舎３階、☎6５・4132）
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◇
昼
間
競
馬

　

平
成
29
年
１
月
１
日
～
３
月
27

日
、
12
時
30
分
ご
ろ
～
18
時
ご
ろ

　

詳
細
は
、
ば
ん
え
い
十
勝
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

観
戦
マ
ナ
ー
に
理
解
と
協
力
を　

　

観
戦
す
る
人
の
何
気
な
い
行
為
に
馬

が
驚
き
、
馬
や
関
係
者
が
怪
我
す
る
な

ど
、
レ
ー
ス
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
競
馬
場
な
ら
で
は
の
観
戦
マ

ナ
ー
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz）９：30～９：35

　ヒヨドリ、アカ
ゲラ、シメ、シジ
ュウカラ…、この
日帯広の森で出会
った野鳥たちです。
帯広の森・はぐくー
むでは、森をフィ
ールドにした野鳥
観察会を季節ごと
に行っていて、こ

の日も双眼鏡を手に30人ほどが参加しました。
　参加者は２時間ほど森を散策し、野鳥だけでなく、エ
ゾリスが駆け回る姿や、雪の重さで折れ曲がった白樺の
幼木なども観察し、身近な自然を楽しんでいました。

（3月19日、帯広の森・はぐくーむ）

　 平 成 27 年 度 39
回目となる手話講座
に、30 人余りが参
加しました。ろう者
協会の会員を講師
に、この日は絵本を
題材にして、物語を
手話でどう伝えるか
をグループで話し合
い、これまで学んで
きた手話を駆使して発表しました。ユーモアのあるジェ
スチャーを交えた手話で物語を表現する講師のアドバイ
スに、参加者たちは楽しく学んでいました。

（3月15日、市庁舎）

　身近なものを使った工作や実験など、さまざまな
コーナーを設ける「春休みわくわく教室」を開催し、
２日間で412人の子どもが参加しました。
　電子顕微鏡で観察するコーナーでは、拡大された
アリの迫力に子どもも大人も驚きの声を上げていま
した。この日特に人気があったのは、洗濯のりが入
った小瓶に写真やスパンコールを入れて作る「キラキ
ラドーム」のコーナー。スパンコールがキラキラと動
く小瓶を見つめ、子どもたちの目も輝いていました。

（３月25日・26日、児童会館）

自分の目で見て、自分で作って楽しもう！

手話奉仕員養成講座

冬のバードウオッチング

思い思いに飾り付けます
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４
月
22
日
～
12
月
29
日
、
14
時
30
分

ご
ろ
～
20
時
ご
ろ

観戦マナーの一部

入
場
の
際

ボールや風船など、不注意で競
馬コース内に入る恐れのあるも
のは持ち込まない。
ペットを連れて入場しない。
※盲導犬・聴導犬を除く

馬
に
対
し
て

馬に向かってフラッシュを使っ
た写真撮影はしない。
馬がスタート地点へ向かうとき
に柵沿いを併走したり、走って
近づかない。

コース沿いの柵に登らない。

カメラレポ Obihiro Camera Reportオビヒロ

ばんえい十勝 検  索

広報おびひろ５月号を持って
競馬場に行こう
　６月27日（月）まで、本
紙「広報おびひろ５月号」を
持って来場した人は、入場
料が無料になります。競馬
場入場券売り場で本紙を提
示してください。

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、　  report@
city.obihiro.hokkaido.jp）
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